
A — ドウエア編 


本装置の八ードウエアについて説明します。 


を部のを称と機能(一66ページ） . 

設置と接続(一76ページ） . 

基本的な操作(一89ページ） . 

内蔵オプションの取りがけ(一106ページ) 

巨 IOS のセットアップ(一153ページ） . 

リセ、ソトとクリア（->189ページ） . 

割り a みライン(一194ページ） . 


本装置のを部のを称と機能についてパーツ単位に 
説明しています。 

本装置の設置にふさわしい場所やラックへの取り 
がけ手順、本体のコネクタへの接続について説明 
しています。 

電源の ON や OFF の方法およびフ□、ソピーディス 
クや CD - ROM のセット方法などじついて説明し 
ています。 

別売の内蔵型オプシヨンを取りがけるときにご覧 
ください。 

専用のユーティリティを使った目 I 0 S の設定方法 
について説明しています。 

本装置をリセ、ソトする方法と内部メモリ （CMOS 
メモリ）のクリア方法について説明します。 

本装置内部の割り a みの設をについて説明してい 
よす 0 
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各部の名祿と機能 

本装置のを部のを称を次に示します。 


装置前面 



① フ□ントべゼル 

日常の運用時に前面のデバイス類を保護するカバー。添付のセ 
キュリティキーで□ックすることができる（一89ページ)。 

② キース□ット 

フ□ントべゼルの□ックを解除するセキュリティキーの差 
し□(一89ページ）。 

③ ACT ランプ(緑色） 

システムがネットワークと接続されているときに点灯ずる 
(一71ページ)。アイコンにある数字は「1」が LAN ポート1用 
で、に」が LAN ポート2用を示す。 

④ POWER ランプ(緑色） 

電源を ON にすると緑色に点灯する卜71ぺージ ') 。 


⑥ STATUS ランプ(前面）（緑色/アンパ’一色） 

本装置の状態を表示するランプ (-71 ページ)。正常に動 
作している間は緑色に点灯する。異常が起きるとアンバー 
色に点灯または点滅する。 

⑥ D 旧 K ACCESS ランプ(緑色/アンパ’一色） 

内蔵の八ードディスクドライブにアクセスしているときに 
緑色に点灯する。内蔵の八ードディスクドライブのうち、 
いずれか1つでも故障するとアンバー色に点灯する（一73 
ページ)。 

⑦ UID ランプ(青色） 

UID スイ、ソチを押したときに点灯する（ソフトウエアから 
のコマンドによっても点灯または点滅する、一73ペー 
ジ)。 
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装置前面ーフ□ントべゼルをかした状態一 


① 


② 


③ 



セットスクリユー(左もに1個ずつ） 

本装置をラックに固定するネジ。 

八ンドル(左もに1個ずつ） 

ラ 、ソク か6の弓 I き化しやラ 、ソク へ収納ずるときじ持つ部 
分。 


八ードディスクドライブベイ 

八ードディスクドライブを搭載するべイト109ぺ一 
ジ)。丸数字のあとの数字は SCSI ID を示す。標準構成で 
は③ -0 を除くベイにダミートレーが搭載されている。 

④ D 旧 K ランプ(緑色/アンパ’一色） 

八ードディスクドライブにあるランプ（一73ページ）。 

八ードディスクドライブにアクセスしているときに緑色 
に点灯ずる。八ードディスクドライブが故障ずるとアン 
バー色に点灯し、リビルド中は緑色とアンバー色に交互 
に点滅する（ディスクアレイ構成時のみ）。 

( D フレックスベイ 

八ードディスクドライブまたは CD - ROM / フ□、ソピーディ 
スクドライブのいずれかを取り付けることができるベイ 
(一112ページ)。標準構成では、 CD - ROM / フ□、ソピー 
ディスクドライブを搭載。八ードディスクドライブを取 
り付けたときは SCSI ID 8 で動作する。 

⑥ CD - ROM ドライブ 

CD - ROM のデータの読み出しを行う（一1日3ページ)。 

(6)-1 ディスクアクセスランプ 
(6)-2 CD トレーイジェクトボタン 

(6) -3 強制イジェクトホール 

⑦ 3.己インチフ□ッピーディスクドライブ 

3. 5インチフ □、ソ ピーディスクを挿入して、データの書き 
込み/読み化しを行う装置(一101ページ)。 

®-1 ディスクアクセスランプ 

(7) -2 ディスク挿入 □ 

(7)-3 イジェクトボタン 

⑧ バックアップデバイスベイ 

オプションの DAT ドライブや AIT ドライブなどを取り付ける 
場所(一145ページ)。 


⑨ 


⑩ 

⑩ 


⑩ 

⑩ 

⑩ 

⑩ 


前面モニタコネクタ 

ディスプレイ装置を接統する（^86ぺージ)。背面のコネク 
夕とは排他的に使用。 

ランプ(目個、前ページ参照） 

POWER スイッチ 

電源を ON / OFF するスイッチ。一度押すと POWER ランプが 
点灯し、 ON の状態になる。もう一度押ずと電源を OFF にず 
る（一90ページ)。4秒 J ：_ i 上押し続けると強制的に電源を 
OFF にする（一190ぺージ)。 

UID (ユニット ID ) スイッチ 

装置前面/背面にある UID ランプを ON / OFF するスイッチ。 
スイッチを一度押すと、 UID ランプが点灯し、もう一度押す 
と消灯する（一100ページ)。 

U セットスイッチ 

押ずとリセ、ソトを実行する（一189ページ)。 

USB コネクタ 

USB インタフエースに対応している機器と接続ずる卜86ぺ一 

ジ)。 齊社び推奨ずる製品を接続してください。 

DUMP スイッチ 

押ずとメモリダンプを実行する（一267ページ)。 
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装置背面 



颇 @-1领 

① Low-profile PCI ボード増設用ス□ット 

□ープ□ファイルタイプの PCI ボードを取りがけるス□、ソ 
卜（一130ぺージ）。上から 3 C 、2 C 、1 C ス□、ソト。 

② シリアルポート1コネクタ （ DB -9) 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する（一86ペー 
ジ)。 

なお、管理 PC などのコンソールの接続はシリアルポート2 
のみ可能でず旧 I 0 S の設定が必要）。また、専用回線に 
直接接続することはできません。 

③ マウス/キーボードコネクタ 

添付の中継ケーブルを使用してマウス/キーボードを接続 
する（一86ページ)。 

④ シリアルポート2コネクタ （ RJ 4 己） 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する（一86ペー 
ジ)。接続する装置じより、本装置の設定を変更をする必 
要がある（一87ページ)。標準の状態では、誤挿入防止のた 
めのキャップが取り付け6れている。 

なお、専用回線に直接接続することもできません。 

(D USB コネクタ 

USB インタフェースに対応している機器と接続する卜86 

ぺージ)。 齊社び推奨ずる製品を接続してください。 

⑥ Full-hight PCI ボード増設用ス□ット 

フル八イトタイプの PCI ボードを取り付けるス□、ソト（一 
130ページ）。上から 3 B 、2 B 、1 B ス□、ソト。 

⑦ 電源ユニット(パワーヴプライス□ット 1) 

本装置に DC 電源を供給する装置。 

⑧ 電源ユニット増設用ス□ット(パワーサプライス 
□ット 2) 

オプションの電源 ユニッ トを取り付けるス□、ソト（一117 
ページ)。標準の状態ではブランクカバーが取りがけられ 
てし''る。 

⑨ AC インレット(標準装備の電源ユニット用） 

( D -1 標準装備の電源ユニット（パワーサプライス□、ソ 

hi ) 

®- 2 オプションの電源 ユニッ ト（パワーサプライス 
□ット 2) 


⑩の 「 LAN コネクタ」と④の「シリアルポート2コネクタ」 
は、同じお状のコネクタです。ケーブルを差し間違えな 
いようま意してください。 


⑩背面モニタコネクタ 

ディスプレイ装置を接続する（^86ぺージ)。前面のコネク 
夕とは排他的に使用。 

⑩ SCSI コネクタ 

外がけの SCSI 機器と接続する（一86ぺージ)。 

⑩ POST ランプ 

ボード上に搭載されているランプ。電源 ON 後の POST 中に 
点灯する （^75 ページ)。 

⑩コンソールリダイレクシヨンスイッチ 

コンソールリダイレクションの有効無タカを設定するスイ、ソ 
チ。 LAN コンソールとシリアルコンソールを共に有効に設定 
した状態で Hyper Terminal など、 MWAU タトのソフトウエア 
でシリアルポート2を介したリモートコンソールで本装置と 
通信する場合に ON にする。 

® UID ランプ(青色） 

UID スイ、ソチを押したときに点灯する（ソフトウエアからの 
コマンドによっても点灯する、一73ページ)。 

敬 STATUS ランプ(背面）(緑色/アンパ’一色） 

本装置の状態を表示するランプ(一71ページ)。正常に動作 
している間は緑色に点灯する。異常が起きるとアンバー色に 
点灯または点滅する。 

⑩ AC コードホルダ(添付品） 

電源コードを束ねるホルダ。背面の取り付け穴に差し込んで 
取り付ける。 

⑩ AC POWER ランプ 

電源コードから AC 電源を受電すると緑色に点滅し、装置の 
電源が ON されると緑色に点灯する（^75ぺージ)。電源が故 
障するとアンバー色に点灯する。 

⑩ LINK / ACT ランプ(緑色） 

LAN のアクセス状態を示すランプ(一74ページ)。 

⑩ LAN コネクタ 

LAN 上のネットワークシステムと接続する1000 BASE - T / 

1 00 BASE - TX /10 BASE-T 対応の曰 hernet コネクタ（一86 
ページ)。丸数字の後の数字は「1」が LAN ポート1で、に」が 
LAN ポート2を示す。 

® Speed ランプ(アンバー色） 

LAN の転送速度を示すランプ(一75ページ)。 
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装置内部 



① 

SCSI バックプレーン 

⑨ 

ライザーカード（□ープ□ファイルのボー 

③ 

電源ユニット 


ド専用） 

③ 

ぶ却ファン(本体前面から見て、左から 

⑩ 

フ□ントパネルボード 


FAN 1 、 FAN 2 、 FAN 3 、 FAN 4) 

⑩ 

カバーオープンセンサ 

④ 

プ□セ、ソサダクト（破線部） 

⑩ 

CD - ROM ドライブ 

⑥ 

ライザーカード（フル八イトのボード用） 

⑩ 

バックアップデバイスベイ 

⑥ 

プ□セ、ソサ （ CPU 、 ヒートシンクの下に取 

〇 

フ□、ソピーディスクドライブ 


り付けられている） 


フレックスベイ 

⑦ 

DIMM (Slot #1 A と#1 B に2枚標準装備） 


八ードディスクドライブベイ 

⑧ 

マザーボード 
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①②③④⑥ ⑥ ⑩ -2 ⑩ -1 



① 

リアシリアルポートコネクタ 

⑩ 

プ□セ、ソサ （ CPU ) ソケット 


コンフィグレーシヨンジヤンパス 

③ 

内蔵 SCSI コネクタ（内蔵用八ード 


@-1 プ □セ、ソサ #1 a ： pu # i ) 


イッチ（一191ページ） 


ディスクとの中継用コネクタ） 


⑦ -2 プ□セ、ソサ# 2 a ： PU #2) 


フ□ントパネル USB 用コネクタ 

③ 

に MB コネクタ 

⑧ 

プ□セ、ソサ電源コネクタ 

⑩ 

PCI ライザーカード用コネクタ（フル 

④ 

PCI ライザーカード用コネクタ 

⑨ 

システムファンコネクタ 


ハイ トのボード用、100 MHz /64- 


(□ープ□ファイルのボード専用、 

⑩ 

メインパワーコネクタ 


bit • 3.3 V PCI - X ) 


100 MHz /64 -bit • 3.3 V PCI - X ) 

⑩ 

電源信号用コネクタ 

⑩ 

アクセスランプ用コネクタ（増設 

⑥ 

IPMB コネクタ 

⑩ 

リチウムバッテリ 


SCSI / ディスクアレイコント□-ラ 

⑥ 

DIMM (インターリーブタイプ用）ソ 

⑩ 

フ□ントシリアルポートコネクタ 

®) 

の LED 中継ケーブル接続用） 


ケット（図の上のソケットから順番 

〇 

フ□ッピ ー/ CD - ROM ドライブ/フ□ン 

スピーカ 


に# 3 A 、#3 B 、#2 A 、#2 B 、#1 A 、 


トパネルコネクタ 


シリアルポート仕様切替用ジャンパ 


#1 己) 




ピン（一87ページ） 
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ランプ表巧 


本装置のランプの表示とその意□ホは次のとおりです。 

ACT ランプ ( 品） 

本装置が LAN に接続されているときに緑色に点灯し、 LAN を介してアクセスされているとき 
(パケットの送受信を行っているとき）に点滅します。アイコンの隣じある数字は背面のネッ 
トワークポートの番号を示します。 


POWER ランプピ?:） 

本装置の電源が ON の間、緑色に点灯しています。電源が本装置に供給されていないときは 
消灯します。 

省電カモードをサポートしている 0S で、 0S 上のコマンドから省電カモードに切り替えると 
ランプが緑色に点滅します。 POWER スイ、ソチを押すと、通常の状態に戻ります。 

省電カモードは Windows Server 2003 /Windows 2000の場合に機能します。また、 OS に 
よっては一定時間 W 上、本装置を操作しないと自動的に省電カモードに切り替わるよう設定 
したり、 OS のコマンドによって省電カモードに切り替えたりすることもできます。 


STATUS ランプ (A) 

本装置が正常に動作している闇は STATUS ランプは緑色に点灯します (STATUS ランプは背 
面にもあります)。 STATUS ランプが消なしているときや、アンバー色に点な/点滅している 
ときは本装置になんらかの異常が起きたことを示します。 

次に STATUS ランプの表示の状態とその意□ホ、対処方法を示しまず。 

• ESMPRO またはオフライン保ずユーティリティをインストールしておくとエラーログ 
を参照することで故障の原因を確認することができます。 

• いったん電源を OFF にして再起動するときに、 OS からシャットダウン処理ができる場 
合はシャットダウン処理をして再起動してください。シャットダウン処理ができない場 
合はリセット、強制電源 OFF をするか （190 ぺージ参照）、一度電源コードをなき差しし 
て再起動させてください。 
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STATUS ランプの状態 

意味 

巧処方法 

緑色に点灯 

正常に動作しています。 

- 

緑色に点滅 

♦ メモリか CPU 、 電源のいずれかが 
縮退した状態で動作しています。 

♦ メモリ1ビットエラーが多発して 
います。 

装置背面の AC POWER ランプの状態を確認 
してください。 

BIOS セットアップユーテイリテイ 
「 SETUP 」 を使って縮退しているデバイス 
を確認後、早急に交換することをお勧めし 
ます。 

消灯 

電源が OFR こなっている。 

- 

POST 中である。 

しばらくお待ちください。 POST を完了後、 
しばらくすると緑色に点灯します。 

CPU でエラーが発生した。 

いったん電源を OFR こして、電源を ON にし 
直してください。 POST の画面で何らかのエ 
ラーメッセージが表示された場合は、メッ 
セージを記録して保守サービス会社に連絡 
してください。 

CPU 温度の異常をお化した。 
( Thermal - Trip ) 

ウォッチドッグタイマタイムアウトが 
発生した。 

CPU バスエラーが発生した。 

メモリダンプリクエスト中。 

ダンプを採取し終わるまでお待ち<ださい。 

アンバー色に点灯 

温度異常をお化した。 

内部のファンにホコリやチリがが着してい 
ないかどうか確認してください。また、 

ファンユニットが確実に接続されているこ 
とを確認してください。 

それでも表示が変わ6ない場合は、保守 
サービス会社に連絡してください。 

電圧異常をお化した。 

保守サービス会社に連絡してください。 

すべての電源ユニットが故障した。 

アンバー色に点滅 

冗長構成の電源でどちらか一方の電源 
ユニットに AC 電源が供給されていな 
いか、どちらか一方の電源ユニットの 
故障をお化した。 

電源コードを接続して、電源を供給して< 
ださい。電源ユニットが故障している場合 
は、保守サービス会社に連絡してくださ 
い。 

ファンアラームをお化した。 

ファンユニットが確実に接続されているこ 
とを確認して<ださい。それでも表示が変 
わ6ない場合は、場合は、保守サービス会 
社に連絡してください。 

温度警告をお化した。 

内部のファンにホコリやチリが付着してい 
ないかどうか磕認してください。また、 

ファンユニットが確実に接続されているこ 
とを確認してください。 

それでも表示が変わ6ない場合は、保守 
サービス会社に連絡してください。 
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D に K ACCESS ランプ (i) 

D に K ACCESS ランプは八ードディスクドライブベイに取りがけられている八ードディスク 
ドライブの状態を示します。 

八ードディスクドライブにアクセスするたびにランプは緑色に点なします。 

D に K ACCESS ランプがアンバー色に点灯している場合は、八ードディスクドライブに障害 
が起きたことを示します。故障した八ードディスクドライブの状態はそれぞれの八ードディ 
スクドライブじあるランプで磕認できます。 

M-O 内蔵ディスクアレイコント□—ラを取り付け、本体内蔵ディスクと接続した場合、ディスク 
アレイコント□—ラか5マザーボードへアクセスランプ信号ケーブル(装置に内蔵)を接続 
ずる必要びありまず。 


UID ランプ (ID) 

このランプは1台のラックに複数台の装置を設置しているときに、装置前面にある UID スイ、ソ 
チを押すと、装置前面および背面の UID ランプが青色に点なし、保守をしようとしている装 
置を特定することができます。 UID ランプを消灯させるには UID スイ、ソチを再度、押してく 
ださい。 


ディスクアクセスランプ 

フ□、ソピーディスクドライブと CD - ROM ドライブのアクセスランプは、それぞれにセットさ 
れているディスクや CD - ROM にアクセスしているときに点なします。 


J \- ドディスクドライブのランプ 

八ードディスクドライブベイに搭載される D に K ランプ 
は表示状態によって意□ホが異なります。 

• 緑色に点滅 

八ードディスクドライブにアクセスしていることを 
71^します。 

• アンバー色に点な 

ディスクアレイを構成しているときに取りがけてい 
る八ードデイスクドライブが故障していることを示 


ディスクアレイ （ RAID 1、 RAID 5、 RAID 0+1) を構成している場合は、1台のハードディ 
スクドライブが故障しても運用を続けることができますが早急にディスクを交換して、 
再構築（リビルド）を行うことをお勧めします（ディスクの交換はホットスワップで行え 
ます）。 


しす 0 

\TW] 
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• 緑色とアンバー色に交互に点滅 

八ードディスクドライブの再構築（リビルド)中であることを示します(故障ではありませ 
ん）。ディスクアレイ構成で、故障した八ードディスクドライブを交換すると自動的に 
データのリビルドを行います（オートリビルド機能)。リビルド中はランプが緑色とアン 
パー色に巧互に点灯します。 

リビルドを終了するとランプは消なします。リビルドに失敗するとランプがアンバー色 
に点灯します。 

ir-O リビルド中に本装置の電源を OFF にすると、リビルドは中断されます。再起動してか5 
屋^ 八ードディスクドライブをホットスワップで取り付け直してリビルドをやり直してくだ 
さい。ただし、オートリビルド機能を使用ずるときは次のま意事項を守ってください。 

• 電源を OFF にしないでください(いったん電源を OFF にすると才ートリビルドは起 
動しません)。 

• J \- ドディスクドライブの取りがし/取り付けの間隔は90砂杉上あけてください。 

• 他にリビルド中の八ードディスクドライブが存在する場合は、八ードディスクドラ 
イブの交換は行わないでください。 


LAN コネクタのランプ 


背面にある2つの LAN ポート（コネクタ）にはそれぞれ2つのランプがあります。 



• UNK / ACT ランプ 

本体標準装備のネットワークポートの状態を表示します。本体と HU 巨に電力が供給され 
ていて、かつ正常に接続されている間、緑色に点なします ( LINK )。 ネットワークポート 
が送受信を行っているときに緑色に点滅します ( ACT ) 。 

LINK 状態なのにランプが点なしない場合は、ネットワークケーブルの状態やケーブルの 
接続状態を磕認して<ださい。それでちランプが点なしない場合は、ネットワーク 
( LAN ) コント□ーラが故障している場合があります。お買い求めの販売店、または保守 
サービス会社に連絡してください。 
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♦ Speed ランプ 

このランプは、ネットワークポートの通信モードがどのネットワークインタフエースで 
動作されているかを示します。 

LAN ポートは、1000目 ASE - T と100目 ASE - TX 、 10目 ASE - T をサポートしてし^ます。 

アンパ-色に点な している ときは、1000 BASE - T で動作されていることを示します。緑 
色に点なしているときは、100 BASE - TX で動作されていることを示します。消なしてい 
るときは、1 0 BASE - T で動作されていることを示します。 


POST ランプ 

POST の状態を表す4つのランプがマザーボード上にあります。これらのランプは本体背面 
のスリット部分から見ることができます。電源を ON じした後、起動する POST がいつまで 
経っても終わらなかったり、ビープ音が何度も鳴ったりしている場合は、画面上のメッセー 
ジやビープ音のパターンと併せてランプの表示パターンをメモしてから、保守サービス会社 
に連絡してください。 


AC POWER ランプ 

背面にある電源ユニットには 、 AC POWER ランプがあります。 AC インレットじ電源コード 
を接続して AC 電源を電源ユニットが受電すると緑色に点滅します。 

本装置の電源を ON にするとランプが緑色に点灯します。本装置の電源を ON にしてもランプ 
が点灯しない、またはアンバー色に点なまたは点滅する場合は、電源ユニットの故障が考え 
られます。保守サービス会社に連絡して電源ユニットをを換してください。 


パワーサプライ パワーサプライ 

ス□、ソト1 ス□ツト2 

パワーサプライ 
ス□、ソト1用 
AC インレット 


パワーサプライ 
ス□、ソト2用 
AC インレット 

AC POWER ランプ 


■: オプションの電源ユニットを搭載している場合は、一方の電源ユニットが故障しても、もう 

1-^ -方の電源ユニットで運用を続けることができます（冗長機能)。また、故障した電源ユニッ 

卜はシステムを停止することなく、ホットスワップ(電源 ON のまま）で交換できます。 
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設置と接続 

本装置の設置と接続について説明します。 



本装置は曰 A 規格に適合したラックに取り付けて使用します。 

ラックの設置 

ラ、ソクの設置については、ラ、ソクに添付の説明書(添付の忙 XPRESSBUILDERJCD - ROM の 
中にもオンラインド车ュメントが格納されています）を参照するか、保守サービス会社にお 
間い合わせ < ださい。 

ラックの設置作業は保守サービス会社に依頼することもできます。 





AA 

0 

装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人び死 
こする、または重傷を負うおそれびありまず。詳しくは、 iii ページ ly 降の説明を 
ご覧ください。 

• 指定 m がの場所で使用しない 

• アース線をガス管につなびない 


A 注局 

装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。乂傷や 
けびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ 
ly 降の説明をご覧ください。 

—人で搬送•設置をしない 

荷重び集中してしまうような設置はしない 

一人で部品の取り付けをしない 

ラックび不安定な状態でデバイスをラックか5引き出さない 
複数台のデバイスをラックか5引き出したが態にしない 
定格電源を超える配線をしない 
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次に示す条件に当てはまるような場所には、設置しないでください。これらの場所にラック 

を設置したり、ラックに本装置を搭載したりすると、誤動作の原因となります。 

♦ 装置をラックから完全に引き化せないような狭い場所。 

♦ラ、ソクや搭載する装置の総重量に耐えられない場所。 

♦ スタビライザが設置できない場所や耐震工事を施さないと設置できない場所。 

• 床におうとつや傾斜がある場所。 

♦ 温度変化の激しい場所(暖房器、エアコン、ぶ蔵庫などのお<)。 

♦ 強い振動の発生する場所。 

• 腐食性ガスの発生する場所(大気中に硫黄の蒸気が発生する環境下など）、薬品類のお< 
や薬品類がかかるおそれのある場所。 

♦ 帯電防止化工が施されていないじゅうたんを敷いた場所。 

♦ 物の落下が考えられる場所。 

• 強い磁界を発生させるもの（テレビ、ラジオ、放送/通信用アンテナ、送電線、電磁ク 
レーンなど)のおく（やむを得ない場合は、保守サービス会社に連絡してシールドエ事な 
どを行って < ださい）。 

• 本装置の電源コードを他の接地線(特に大電力を消費する装置など)と共用しているコン 
セントに接続しなければならない場所。 

• 電源ノイズ(商用電源をリレーなどで ON / OFF する場合の接点スパークなど)を発生する 
装置のおく（電源ノイズを発生する装置のおくに設置するときは電源配線の分離やノイズ 
フィルタの取りがけなどを保守サービス会社に連絡して行ってください）。 

n-O ラック内部の温度上昇とエアフ □— について 

複数台の装置を搭載したり、ラックの内部の通気び不十分だったりすると、ラック内部の温 
度び各装置か5発する熱によって上昇し、本装置の動作保証温度 （10° C 〜3已で）を超え、 
誤動作をしてしまうおそれびあります。運用中にラック内部の温度び保証節囲を超えないよ 
うラック内部、および室内のエアフ □— について十分な検討と対策をしてください。 

本装置では、前面か5吸気し、背面へ排気します。 
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ラックへの取り付け/ラックか5の取り外し 

本装置をラックに取り付けます用3り外し手順についても説明しています）。 

別売の内蔵型オプションを購入している場合は、ラックに取りがける前に取りがけてくださ 
い。 

ここでは、 NEC 製のラックまたは他社製ラックへの取り付け手順について説明します。 





AC\) 

装置を安全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りください。人び死 
こずる、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説明を 
ご覧ください。 

• 規格がのラックで使用しない 

• 指定杉がの場所に設置しない 



A を意 


AA 

装置をま全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。义傷や 
けびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびありまず。詳しくは、 iii ページ 
ly 降の説明をご覧ください。 

• 一人で持ち上ばない 

• 指を挟まない 

• ラックか5引き出したが態にある装置に荷重をかけない 

Q 


取り付け部品の確認 

ラックへ取りがけるために次の部品があることを磕認してください。 



を 

fx8 

ネジ(大） 


レール ブラケット（ち） レール ブラケット（左) 


Tx4 賣 X8 

ネジ(ル） ワッシャー 


必要な工具 

ラックへ取り付けるために必要な工具はプラスドライバのみです。 
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取り付け手順 

本装置は NEC 製および他社製のラックへ取りがけることができます。次の手順で装置をラ、ソ 
クへ取りがけます。 

I n-O オプ シヨ ンの N 8143-已2ケーブルアームを取り付ける場 S ホ、ケーブルアームに添付の説 
明書を併せて参照してください。 


• レールアセンブリの取り外し 

本体に取り付けられているスライド式のレールを取り外します。 

レールを持ってゆっくりと装置後方へスライドさせてください。しばらくすると、「力 
チ、ソ」と□ックされます。 

本体左ちの側面にあるレリーズレバーを押して、 □ 、ソク を解除しながら本体から取り外 
します。 



レールアセンブリを取り外すと、本体は 
ネジ止めされたインナーレールのみが取 
り付けられた状態になります。 

M-O • レールアセンブリは、取りが 
したインナーレールに再度取 
り付けまず。どち5側のイン 
ナーレールか5取り外したも 
のかねかるように巧を付ける 
などして区別して<ださい。 
複数の本装置を設置ずる際ち 
どの装置のどち5側のイン 
ナーレールか5取り外したも 
のかびわかるよラに区別して 
<ださい。 

• レバーやレールで 指を挟まな 
いよう十分ま意してくださ 
し、。 
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• レールブラケットの取り付け 


取り外したレールアセンブリに添付のレールブラケットを取り付けます。 


口 


〇 


レールアセンブリの先端じあるネジ穴(長穴）とレールブラケットのネジ穴を合わせて軽 
く固定します。レールブラケットでラックの奥行きとの長さを調節するためです。 

レールブラケットにはち用と左用があります。レールアセンブリに取りがけたときに先 
端のツメがレールアセンブリの反対側の先端じあるツメと同じ向きにあることを磕認し 
てください。 



レール アセンブリ レール ブラケット 



てお<。 ） 


• レールアセンブリの取り付け 


1 . レールアセンブリの先端じあるツメを上 
(こ向け、先端のフレームをラックの内側 
か6ラックのフレームに奕き当てて、ネ 
ジに本）とワッシャーに個)で固定する。 



ラック内の他装置と隣接する位置に本 
装置を取り付ける際は、他装置と本装 
置の讀体び干渉しないようにま意して 
レールアセンブリを取り付けてくださ 
い。 



riu 」 の間にネジ 
穴が3つ見える 
こと 


先端にあるネジ穴が銷直になるように 
位置をまめてください。 


ためのネジ穴 
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2. レールブラケットをスライドさせて、 
ラックの内側か 6 ラックのフレームに奕 
き当てて、ネジ (2 本）とワッシャーに個） 
で固定する。 

I チェック I 

先端じあるネジ穴が銷直(こなるようじ 
位置をミまめて < ださい。 


3. レールブラケットを固定する。 


• 本装置の取り付け 


1. 左ちのレールアセンブリのスライドレー 
ルを□ックされるまで引き化す。 



A ミち意 


^0 

装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷や 
けびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびありまず。詳しくは、 iii ページ 
ly 降の説明をご覧ください。 

• —人で持ち上ばない 

• 指を挟まない 
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2. 2 人]: > (上で本装置をしっかりと持って 
ラックへ取り付ける。 

本装置側面のインナーレールをラックに 
取り付けたレールアセンブリに確実に差 
し} A んでか6ゆっくりと静かに押し A み 
ます。 

途中で本装置が□ックされた6、側面(こ 
あるレリーズレバー（左ち(こあります）を 
押しなが6ゆっくりと押し込みます。 

初めての取り付けではを機構部品がなじ 
んでいないため押し} A むときに強い摩擦 
を感じることがあります。強く押し} A ん 
でください。 



w-Oi® 

レバー や レールで 指を挟まないよう十 
分を意してください。 


3. 本装置を何度かラックか6引き化したり、押し} A んだりしてスライドの動作に間題がないことを 
確認する。 

I チェック I 

• ラック内の他装置と麟接する位置(こ本装置を取り付ける際は、他装置と本装置の崖体が干渉 
していないことを確認してください。もし干渉している場合は、他装置と干渉しないよう調 
整してレールアセンブリを取りがけ直してください。 

• スライドレール部分の動作を確認してください。スライドレールがラックのフレームに当た 
り、引き化せない場合は、スライドレールを取り付け直してください。 



から引き化せる 当たって引さ化せない 

• 本装置の固定 

1. 本装置をラックへ完全に押し) A む。 

2. 前面の左ちじあるセットスクリューで 
ラック(こ固定する。 

3. フ□ントべゼルを取り付ける。 
iU 上で完了です。 
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セツトスクリユー 







































取り外し手順 

ラックからの取り化し作業は必ず複数をで行って < ださい。 



A ミ主意 


A A 

装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷や 
けびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ 
切降の説明をご覧ください。 

• 一人で持ち上ばない 

• 指を挟まない 

• ラックか5引を出した状態にある装置に荷重をかけない 

• ラックび不安定な状態でデバイスをラックか5引を出さない 

• 複数台のデバイスをラックか5引き出した状態にしない 

• 動作中に装置をラックか5引き出さない 

Q 


1 . セキュリティ□ックを解除してフ□ント 
べゼルを取りかす。 

2. 本装置の電源が OFR こなっていることを 
確認してか6、本装置に接続している電 
源コードやインタフェースケーブルをす 
ベて取りかす。 

3. <オプションのケーブルアームを取り付け 
ている場合のみ> 

ケーブルアームを固定しているネジ2本 
を外し、ケーブルアームを本装置から取 
り外す。 


4. 前面のセットスクリュー2本をゆるめ 
る。 

己.八ンドルを持ってゆっくりと静かにラ、ソ 
クか6引き化す。 

「カチ、ソ」と音がしてラ、ソチされます。 


セツトスクリユー 
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目. 左ちのレリーズレバーを押して ラ、 ソチを 
解除しなが6ゆっくりとラックか6引き 
化す。 

w-Oi^ 

• 複数名で装置の底面を支えなび5 
ゆっ <りと引を出して<ださい。 

• 装置を引き出したが態で、引き出 
した装置の上部か5荷重をかけな 
いでください。装置び落下するお 
それびあり、危険でず。 

• レバーやレールで 指を挟まない よ 
ラ十分ま意してください。 



レリーズレバー 


ラックの機構部品も取り外す場合は、「取 
りがけ手順」を参照して取りかして < ださ 
い。 





















本装置と周辺装置を接続します。 

本装置の前面と背面じは、さまざまな周辺装置と接続できるコネクタが用意されています。 
次ページの図は本装置が標準の状態で接続できる周辺機器とそのコネクタの位置を示しま 
す。周辺装置を接続してから添付の電源コードを本装置に接続し、電源プラグをコンセント 
じつなげます。 


-0 無停電電源装置や自動電源制御装置への接続やタイムスケジュール運転の設定、サーバス 
胃イッチユニットへの接続-設定などシステム構成に関ずる要求びございました!5、保守ヴー 
ビス会社の保守員（またはシステムエンジニア）にお知5せください。 





0A 

装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人が死 
じする、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説明を 
ご覧ください。 

• めれた手で電源プラグを持たない 

• アース線をガス管につながない 


A を意 




装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷や 
けびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびありまず。詳しくは、 iii ページ 
ly 降の説明をご覧ください。 

• 指定似がのコンセントに差し込まない 

• たこ足配！;ちにしない 

♦ 中途半端に差し込まない 

• 指定 m がの電源コードを使わない 

• プラグを差し込んだままインタフェースケーブルの取り付けや取り外しをしない 
• 指定がのインタフェースケーブルを使用しない 
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シリアルインタフエー 

SCSI インタフェース スを持つ装置（管理 PC 



*1 前面か背面のどちらか一方にのみ接続して < ださい。 

*2 USB 丰ーボード/マウスはサポートしていません。 

*3 専用回線へ直接接続ずることはできません。 

管理 PC などのコンソールの接続はシリアルポート2のみ可能です （ B の S の設定が必 
要)。標準の状態では誤挿入防止のためにキャップが取り付けられています。 

*4 添がの分岐ケーブルを使用します。 

*5 電源コードは、 15 AU 下のサーキットブレーカに接続すること。 


^ 接続しようとしているケーブルを確認してください。本装置の LAN コネクタとシリアルポー 
卜2コネクタは、同じ形状をしています。ケーブルを差し間違えないようを意してくださ 
い。 

誤挿入を防止するためじ、本装置に接続する LAN ケーブルのコネクタじ 「LAN ポート」と書 
かれたタグなどを付けて見分け6れるよう(こしてください。 
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謂 " O • 本装置および接続する周辺機器の電源を OFF にしてか5接続してください。 ON のが態 
のまま接続すると誤動作や故障の原因となります。 

• NECm 夕 K サードパーティ）の周辺機器およびインタフェースケーブルを接続する場合 
は、お買い求めの販売店でそれ5の装置び本装置で使用できることをあ5かじめ確認し 
てください。サードパーティの装置の中には本装置で使用でさないものびありまず。 

• SCSI の規格によってケーブル長 ( SCSI 機器内部の接続ケーブル長を含めたケーブルの 
全長)には制限びあります。詳しくはお買い求めの販売店または保守ヴービス会社にお 
問い合わせください(本装置内部の SCSI ケーブル長は 0.1 m です)。 

• 本装置の LAN コネクタとシリアルポート2コネクタは、同じ形:!犬をしています。ケープ 
ルを差し間違えないようを意してください。 

誤挿入を防止するために、本装置に接続する LAN ケーブルのコネクタに 「 LAN ポート」 
と書かれたタグなどを付けて見分け5れるようにしてください。 

• シリアルポートコネクタには専用回線を直接接続することはできません。 

• 回線に接続する場台は、認定機関に申請済みのボードを使用してください。 

• 電源コードやインタフェースケーブルをケーブルタイで固定してください。 

• ケーブルびラックのドアや側面のガイドレールなどに当た5ないよラフォーミングして 
<ださい。 

• 電源コードは装置の AC インレット部分で少したるませる程度にフォーミングしてくだ 
さい。装置を引き出したときに電源コードび巧けるのを防ぐためです。 

• 電源コードのプラグ部分び圧迫されないよラにしてください。 


シリアルポートへの接続について 

本装置の背面にある RJ -45 シリアルポートは、さまざまなシリアルデバイスを接続すること 
ができますが、デバイスによっては、 DCD / DSR 信号の仕様によリマザーボード上のジャン 
パピン ( J 5 A 2) の設定を変える必要があります。 

ジャンパピン ( J 5 A 2) は次に示す図の場所にあります。カバーの取り外しやその他の内蔵部 
品の取り外しについては、この後の r 内蔵オプションの取り付け」を参照してください。 
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接続するシリアルデバイスが DB 9 コネクタの場合は、 RJ -45 — DB 9 変換アダプタが必要にな 
ります。 tTR こ本装置の RJ -45 コネクタと使用する DB 9 コネクタの配線を表に示します。 


RJ -4 己 

信号名 

略語 

DB 9 

1 

Request to Send 

RTS 

7 

2 

Data Terminal Ready 

DTR 

4 

3 

Transmitted Data 

TD 

3 

4 

Signal Ground 

SGND 

己 

己 

Ring Indicator 

Rl 

9 

6 

Received Data 

RD 

2 

7 

DCD/DSR 

DCD/DSR 

1 または 6 

8 

Clear To Send 

CTS 

8 


無停電電源装置 ( UPS ) への接続について 

本装置の電源コードを無停電電源装置 ( UPS ) に接続する場合は、 UPS の背面にあるサービス 
コンセントじ接続します。 

UPS のサービスコンセントじは 、 「SWITCH OUT 」 と 「 UN-SWITCH OUT 」 という2種類のコ 
ンセントがあります （ rOUTPUTI 」、「0 UTPUT 2」 と呼ぶ場合もあります）。 


<例> 



UN-SWITCH OUT 
(0 UTPUT 2) 


SWITCH OUT 
(0 UTPUT 1) 


UPS を制御するアプリケーシヨン作 SMPRO / UPSController など)から電源の制御をしたい 
場合は 、 SWITCH OUT じ電源〕ードを接続します。 

常時給電させたい場合は、 UN-SWITCH OUT に電源コードを接続します (24 時間稼働させる 
モデムなどはこのコンセントに接続します）。 


本装置の電源コードを UPS に接続している場合は、 UPS からの電源供給と連動（リンク）させ 
るために本装置の BIOS の設定を変更してください。 

目 IOS のに6「ソ6「」一「八0加りを選択すると表示されるパラメータを切リ替えることで設定す 
ることができます （ UPS を利用した自動運転を行う場合は 、 「Power On 」 を選択してくださ 
い）。詳しくは170ページを参照してください。 
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基本的な操作 


本装置の基本的な操作の方法について説明します。 


フロントべゼルの取 D 付け • 取 D かし 


本装置の電源の ON / OFF やフ□、ソピーディスクドライブ、 CD - ROM ドライブ、 5.25 インチ 
デバイスを取り扱うとき、八ードディスクドライブベイへの八ードディスクドライブの取り 
がけ/取り外しを行うときはフ□ントべゼルを取り外します。 

I M-O フ□ントべゼルは、添付のセキユリティキーで□ックを解除しないと開けることびできませ 
ん〇 


丰ース□、ソトに添付のセキュリティキーを差し込み、キーをフ□ントべゼル側に輕く押しなが6 
回して□ックを解除する。 



2 . フ□ントべゼルのち端を軽<持って手前 
に引<。 

3. フ□ントべゼルを左に少しスライドさせて夕 
ブをフレームか6外して本体から取りかす。 



フ□ントべゼルを取りがけるときは、フ□ントべゼルの左端のタブを本体のフレームに引つ 
かけるようにしながら取りがけます。取りがけた後はセキュリテイのためにち车一で□、ソク 
してください。 


フ レー ム 
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電源の ON 


本装置の電源は前面にある POWER スイッチを押すと ON の状態になります。 

次の順序で電源を ON にします。 

マザーボード上にある本装置を監視する「サーバーマネージメント論埋回路」は、システム 
電圧の変化を監視し、ログをとっています。電源コードを接続した後や、電源を OFF にし 

- た後は、電源が OFF の状態から POWER スイッチを押すまでに約10秒ほどの時間をあけてく 

ださい。これは、通常の動作であり、サーバマネージメント論理回路が要求するものです。 

1 . ディスプレイ装置および本装置に接続している周辺機器の電源を ON じする。 

無停電電源装置 ( UPS ) などの電源制御装置に電源コードを接続している場合は、電源制御装置 
の電源が ON になっていることを確認してください。 

2 . フ□ントべゼルを取りかす。 

3. 本装置前面にある POWER スイ、ソチを押す。 

POWER ランプが緑色に点のし、しば6くするとディスプレイ装置の画面には 「 NEC 」 □ゴが表示 
されます。 



• AC インレットに電源コードを接続した後、 POWER スイッチを}甲ずまで10砂上の時間 
をあけて < ださい。 

• 「 NEC 」 □ゴおよび□コ下側に何5かの文字び表示されるまでは電源を OFF にしないでくだ 
さい。 
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POST (Power On Se げ - Test ) は、本装置のマザーボード内に記録されている自己診断機能 
です。 

POST は本装置の電源を ON にすると自動的に実行され、マザーボード 、 ECC メモリモ 
ジュール、 CPU モジュール、车ーボード、マウスなどをチェックします。また、 POST の実 
行中に各種の BIOS セツトアップユーティリティの起動メッセージなども表示します。 


本装置の化荷時の設をでは POST を実行している間、ディスプ 
レイ装置には 「 NEC 」 □ゴが表示されます。レ Es に羊一を押す 
と、 POST の実行内容が表示されます。） 


匿に 


■L 

[ヒント I 


BIOS のメニユーで <Esc> キーを押さなくても、はじめから POST の診断内容を表示させる 
ことができます。「 BIOS のコンフイグレーシヨン」の 「Advanced(1 62ぺージ）」にある「 Boot- 
time Diagnostic Screen」 の設定:を「 Enabled」 に切り替えてください。 


POST の実行内容は常に磕認する必要はありません。次の場合に POST 中に表示されるメッ 
セージを磕認してください。 

• 本装置の導入時 
• 「故障かな？」と思ったとき 

• 電源 ON から 0 S の起動の闇に何度もビープ音がしたとき 
• ディスプレイ装置になんらかのエラーメッセージが表示されたとき 


POST の流れ 

次に POST で実行される内容を順をおって説明します。 


• POST の実行中は、不用意なキー入力やマウスの操作をしないようにしてください。 

• システムの構成によっては、ディスプレイの画面に口 ress Any Key」 とキー入力を要 
ホするメッセージを表示する場合もあります。これは取り付けたオプションのボードの 
BIOS び要求しているためのものです。オプションのマニュアルにある説明を確認して 
か5何かキーを巧してください。 

• オプションの PCI ボードの取り付け/取り外し/取り付けているス□ットの変更をしてか 
5電源を ON にずると、 POST の実行中に取り付けたボードの構成に誤りびあることを 
示すメッセージを表示して POST をいったん停止ずることびあります。 

この場合はく F レキーを}甲して POST を継続させてください。ボードの構成についての 
変更/設定は、この後に説明ずるユーティリティを使って設定でをます。 


1. 電源 ON 後、 POST が起動し、メモリチ： L 、 ソクを始めます。ディスプレイ装置の画面上(こ搭載メモ 
リのサイズなどのメッセージが表示されます。本装置に搭載されているメモリの量によっては、 
メモリチェックが完了するまでに数分かかる場合もあります。同様に再起動（リブート）した場合 
など、画面に表示をするのに約1分程の時間がかかる場合があります。 

2 . メモリチェックを終了すると、いくつかのメッセージが表示されます。これ6は搭載している 
CPU や接続しているキーボード、マウスなどをお化したことを知6せるメッセージです。 
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3. しば 6 くすると、本装置のマザーボードにある BIOS セットアップユーティリティ 「 SETUP 」 の起 
動を促すメ、ソセージが画面左下に表示されます。 


[Press <F2> to enter SETUP 


本装置を使用する環境じあった設定(こ変更するときに起動してください。エラーメッセージを 
伴った上記のメッセージが表示された場合を除き、通常では特に起動して設定を変更する必要は 
ありません(そのまま何も入力せずにいると数秒後に POST を自動的に続けます）。 

SETUP を起動するときは、メッセージが表示されている間に < F 2> キーを押します。設定方まや 
パラメータの機能については、153ページを参照してください。 

SETUP を終了すると、本装置は自動的(こもう一度はじめか 6 P 0 ST を実行します。 

4. 続いて本装置に内蔵の SCSI コント□ー ラをお化し、 SCSI 目 IOS セットアップユーティリティの起 
動を促すメッセージが表示されます(そのまま何も入力せずにし巧と数秒徽こ POST を自動的に続 
けます）。 


[Press <Ctrl> <A> for SCSISelect(TM) Utility! ] 


ここで < Ctrl > キーと < A > キーを押すとユーティリティが起動します。設定方まやパラメータの機 
能については、180ページを参照してください。 

ユーティリティを使用しなければな6ない例としては次のような場合があります。 

• 日.2日インチデバイスベイに SCSI 機器を取りがけた場合 
• 外付け SCSI 機器を接続した場合 
♦ 本装置内部の SCSI 機器の按続を変更した場合 

ユーティリティを終了すると、本装置は自動的じもう一度はじめか 6 P 0 ST を実行します。 

本装置の PCI バスに複数の SCSI コント□—ラボードを搭載しているときは、3目一2目一旧一 3 C 一 
2 C 一 1 C の順で起動デバイスをお化します。また、それぞれの PCI ライザーカード上にあるス□、ソ 
卜はス□、ソト番号の大きい順に横化を始め、 SCSI 目 I 0 S セットアップユーティリティの起動メッ 
セージを表示します。システムドライブを SCSI コント□-ラボード（ディスクアレイコント□一 
ラなど)(こ接続する場合は、次の起動優先順位の一番高いス□、ソト番号に取り付け6れているディ 
スクアレイコント□ーラボードに接続しなければなりません。 


3 C 一 2 C 一 1 C 一3目一2目-> 1 B 


己.接続している SCSI 機器が使用している SCSI ID 番号などを画面に表示します。 

巨.オプションのディスクアレイコント□-ラを搭載している場合は、ディスクアレイ BIOS セット 
アップユーティリティの起動を促すメッセージが表示されます(搭載したボードによって起動メッ 
セージや操作が異なる場合があります）。 

詳し<は、ボード(こ添付の説明書を参照して<ださい。 


7. 目 I 0 S セットアップユーティリティに ETUP 」 でパスワードの設定をすると、 POST が正常に終了 
した後(こ、パスワードを入力する画面が表示されます。 

パスワードの人力は、3回まで巧えます。3回とも人力を誤ると本装置を起動できなくなります。 
この場合は、本装置の電源を OFF (こしてか6、約10秒ほど時間をあけて ON (こして本装置を起動 
し直してください。 





I-ールずるまではパスワードを設定しないでくださし、。 


8 . POST を終了すると 0 S を起動します。 
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POST のエラーメッセージ 

POST 中にエラーを橫化するとディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示します。 
次にエラーメッセージの一覧と原因、その対処方まを示します。 

I M-O 保守ヴービス会社に連絡ずるときはディスプレイの表示をメモしておいてください。アラー 
ム表示は保守を行うとをに有用な情報となりまず。 


ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意味 

巧処方法 

100 

Timer Channel 2 Error 

タイマチャネル 2 エラー。 

保守サービス会社に連絡して 
マザーボードを交換してくださ 
い。 

101 

Master Interrupt 
Controller 

IDE マスターの割り込みエラー。 

102 

Slave Interrupt 

Controller 

IDE スレーブの割り込みエラー。 


103 

CMOS Battery LOW 

バッテリのエラー。 


104 

CMOS Option not Set 

システム CMOS の設をに誤りがある。 

保守サービス会社に連絡して 
マザーボードを交換してくださ 
し、（コンピュータを再起動後、 
SETUP を起動して設定し直して 
ください。 

105 

CMOS/GPNV Checksum 
Bad 

システム CMOS のチェックサム 
ェラー。 

SETUP を起動して、設定し直し 
てください。 

106 

CMOS Display Error 

ディスプレイのエラー。 

保守サービス会社に連絡して 
マザーボードを交換してくださ 
い。 

107 

Insert Key Pressed 

< lnse 「 わキーが押されている。 

キーを押すのをやめて<ださい。 
キーボードを接続し直してくださ 
い。 

108 

Keyboard Locked 

Message 

キーボードが□ックされている。 

109 

Keyboard Stuck Key 

キーが押し続け6れている。 

キーを押すのをやめて<ださい。 
保守サービス会社に連絡して 
キーボードを交換してください。 

10A 

Keyboard Interface Error 

キーボードのインタフェースエラー。 

キーボードを接続し直して<ださ 
い。 

保守サービス会社に連絡して 
キーボードを交換してください。 

10B 

System Memory Size 

Error 

システムメモリエラー。 

DIMM を正しく取り付けてくださ 
い。 

取り付けている DIMM の仕様が同 
じであることを確認してくださ 
い。 

保守サービス会社に連絡して 

DIMM をを換してください。 

10E 

External Cache Failure 

拡張キャッシュエラー。 

CPU (プ□セ、ソサ)を正しく取り付 
けてください。 

保守サービス会社に連絡して 

CPU をを換してください。 

110 

Floppy Controller Error 

フ□、ソピーディスクコント□-ラのエ 
ラー。 

保守サービス会社に連絡して 
フ□、ソピーディスクドライブまた 
はマザーボードを交換してくださ 
し、本装置ではフ□、ソピーディス 
クドライブ B はサポートしていま 
せん。 

111 

Floppy A: Drive Error 

フ□、ソピーディスクドライブ A の 
ェラー。 

112 

Floppy B: Drive Error 

フ□、ソピーディスクドライブ B の 
ェラー。 

113 

Hard disk 0 Error 

八ードディスクドライブのエラー。 

保守サービス会社に連絡して、 

マザーボード、または SCSI バッ 

114 

Hard disk 1 Error 


クプレーン、八ードディスクドラ 
イブを交換して<ださい。 
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ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意味 

対処方法 

115 Hard disk 2 Error 

A - ドディスクドライブのエラー。 

保守サービス会社に連絡して 
マザーボード、または SCSI 
バックプレーン、八ードディスク 
ドライブを交換してください。 

116 Hard disk 3 Error 

117 CD-ROM disk 0 Error 

CD - ROM ドライブのエラー。 

保守サービス会社に連絡してマ 
ザーボードまたは CD - ROM ドライ 
ブをを換して < ださい。 

118 CD-ROM disk 1 Error 

CD - ROM ドライブのエラー。 

119 CD-ROM disk 2 Error 

CD - ROM ドライブのエラー。 

llA CD-ROM disk 3 Error 

CD - ROM ドライブのエラー。 

1IB Date/Time not set 

日付、時間が設定されていない。 

BIOS SETUP ユーティリティを起 
動して設定してください。 

1IE Cache memory bad 

キヤ、ソシュメモリエラー。 

CPU (プ□セ、ソサ)を正しく取り付 
けてください。 

保守サービス会社に連絡して 

CPU を交換してください。 

120 NVRAM Cleared by 

Jumper 

CMOS の内容がクリアされた。 

BIOS SETUP ユーティリティを起 
動して設定してください。 

保守サービス会社に連絡してマ 
ザーボードを交換してください。 

121 Password clear 

パスワードがクリアされた。 

140 PCI Error 

PCI ボードエラー。 

ボードおよび PCI ライザーカード 
を確実に取り付けて<ださい。 

保守サービス会社に連絡して PCI 
ボード、またはマザーボード、 

PCI ライザーカードを交換してく 
ださい。 

141 PCI Memory Allocation 

Error 

PCI ボードのメモリア□ケーシヨン 
エラー。 

142 PCI lO Allocation Error 

PCI ボードの I / O ア□ケーシヨン 
エラー。 

143 PCI IRQ Allocation Error 

PCI ボードの割り込みエラー。 

BIOS SETUP ユーティリティを起 
動して設をしてください。 

ボードおよび PCI ライザーカード 
を確実に取り付けて<ださい。 

保守サービス会社に連絡して PCI 
ボード、またはマザーボード、 

PCI ライザーカードを交換してく 
ださい。 

144 Shadow of PCI ROM 

Failed 

PCI ボードのシヤドウ ROM エラー。 

145 PCI ROM not found 

PCI ボード上の拡張 ROM をお出できな 
い。 

ボードおよび PCI ライザーカード 
を確実に取り付けて<ださい。 

保守サービス会社に連絡して PCI 
ボード、またはマザーボード、 

PCI ライザーカードを交換してく 
ださい。 

146 Insufficient Memory to 

Shadow PCI ROM 

PCI ボード上の拡張 ROM を展開する領 
域が不足している。 

ブータブル（起動巧能）じする必 
要のないボードは BIOS SETUP ユ 
-ティリティを起動して PCI ボー 
ドの拡張 ROM の展開を無効にし 
てください。ボードおよび PCI ラ 
イザーカードを確実に取り付けて 
ください。 

保守サービス会社に連絡して PCI 
ボード、またはマザーボード、 

PCI ライザーカードを交換してく 
ださい。 

8110 Processor 1 Internal 

error 口 ERR) 

プ□セ、ソサ1での内部エラー ( ERR )。 

プ□セ、ソサを確実に取り付けてく 
ださい。 

保守サービス会社に連絡してプ □ 

セ、ソサまたはマザーボードを巧換 
してください。 

8111 Processor 2 Internal 

error 口 ERR) 

プ□セ、ソサ2での内部エラー ( ERR )。 

8120 Processor 1 Thermal Trip 

error 

プ□セ、ソサ1でのサーマルトリップエ 
ラー。 

8121 Processor 2 Thermal Trip 

error 

プ□セ、ソサ2でのサーマルトリップエ 
ラー。 
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ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意味 

対処方法 

8130 

Processor 1 disabled 

何 6 かのエラーによりプ□セ、ソサ [1， 

2] が無タカになった。 

プ□セ、ソサを確実に取り付けてく 
ださい。 

保守サービス会社に連絡してプ □ 

セ、ソサまたはマザーボードを交換 
してください。 

8131 

Processor 2 disabled 

8140 

Processor 1 failed FRB 
level3 timer 

起動時のプ□セ、ソサ初期化に失敗し、 
タイムアウトが発生した。 

8141 

Processor 2 failed FRB 
level3 timer 



8150 

Processor 1 failed 
initialization on last boot 

前回の起動時にプ □ セ、ソサ1が初期化 
に失敗した。 

プ□セ、ソサを確実に取り付けてく 
ださい。 

起動するたびじメ 、ソ セージが表示 

8151 

Processor 2 failed 
initialization on last boot 

前回の起動時にプ□セッサ2が初期化 
に失敗した。 

される場合は保守サービス会社に 
連絡してプ□セ、ソサまたはマザー 
ボードを交換してください。 

8160 

Processor 01 : unable to 
apply BIOS update 

プ□セ、ソサ[1, 2] の内部制御コードの 
適用に失敗した。 

保守サービス会社に連絡してプロ 
セ、ソサまたはマザーボードを巧換 
してください。 

8161 

Processor 02: unable to 
apply BIOS update 


8170 

Processor PI : L2 cache 
failed 

プ□セ、ソサ[1, 2] に内蔵のセカンドキ 
ャッシュの初期化に失敗した。 


8171 

Processor P2 : L2 cache 
failed 



8180 

BIOS does not support 
current stepping for 
Processor PI 

サポートされていないタイプのプロ 
セ、ソサが実装されている。 


8181 

BIOS does not support 
current stepping for 
Processor P2 



8190 

Watchdog Timer failed 
on last boot 

前回の起動時にウォッチドッグタイマ 
エラーを起こした。 

プ□セ、ソサを確実に取り付けてく 
ださい。 

起動するたびにメ 、ソ セージが表示 
される場合は保守サービス会社に 
連絡してプ□セ、ソサまたはマザー 
ボードを交換してください。 

8191 

4:1 Core to bus ratio: 
Processor Cache 
disabled 

プ□セ、ソサのキャッシュが無効になっ 
た。 

8192 

L2 Cache size mismatch 

プ□セ、ソサ内蔵のセカンドキャッシュ 
が一致しない。 

搭載するプ□セッサは同じ仕様の 
ものにしてください。 

8193 

CPUID, Processor 
Stepping are different 

実装されているプ□セ、ソサ[1, 2] にお 
いて 、 CPU ID 、 ステッピングが一致 
しない。 


8194 

CPUID, Processor Family 
are different 

実装されているプ□セ、ソサ[1, 2] にお 
いて、プ□セ、ソサタイプが一致しな 
い。 


8195 

Front Side Bus Speed 
mismutch. System 

Halted 

実装されているプ□セ、ソサ[1, 2] にお 
いて、フ□ントサイドバスのスピード 
が一致しない。 

プ□セ、ソサを確実に取り付けてく 
ださい。 

保守サービス会社に連絡してプロ 
セ、ソサまたはマザーボードを交換 
してください。 

8196 

Processor Model are 
different 

実装されているプ□セ、ソサ[1, 2] にお 
いて、プ□セ、ソサのモデルが一致しな 
い。 

措載するプ□セッサは同じ仕様の 
ものにしてください。 

8197 

CPU Speed mismatch 

実装されているプ□セ、ソサ[1, 2] にお 
いて、プ□セ、ソサのク□、ソクスピード 
が一致しない。 


8198 

Failed to load Processor 
microcode 

実装されているプ□セ、ソサ[1, 2] にお 
いて、 microcode の適用に失敗した。 

プ□セ、ソサを確実に取りがけてく 
ださい。 

保守サービス会社に連絡してプ □ 

セ、ソサまたはマザーボードをを換 
してください。 
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ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意味 

対処方法 

8300 

Baseboard Management 
Controller failed to 
Function 

ベースボードマネージメントコント 
□-ラが機能しない。 

保守サービス会社に連絡して 
マザーボードを交換してくださ 
い。 

8301 

Front Panel Controller 
failed to Function 

フ□ントパネルコント□-ラが機能し 
ない。 


8305 

Hotswap Controller 
failed to Function 

SCSI バックプレーン ( HSBP ) に実装 
されているホ、ソトスワップコント□一 
ラが機能しない。 

SCSI バックプレーン （ HSBP ) を 
巧換してください。 

8420 

Intelligent System 
Monitoring Chassis 
Opened 

トップカバーが正しく取り付けられて 
いない。 

トップカバーを正しく取り付けて 
ください。 

84F1 

Intelligent System 
Monitoring Forced 
Shutdown 

強制シャットダウンをされた。 

システムが正しく起動することを 
確認して<ださい。異常がある場 
合は、保守サービス会社に連絡し 
てマザーボードを交換してくださ 
い。 

84F2 

Server Management 
Interface Failed 

サーバマネージメントインタフェース 
に異常が起きた。 

保守サービス会社に連絡して 
マザーボードを交換してくださ 
い。 

84F3 

Baseboad Management 
Controller in Update Mode 

ベースボードマネージメントコント 
□-ラのアップデートモード中。 

保守サービス会社に連絡して保守 
を依頼してください。 

84F4 

Sensor Data Record 
Empty 

センサデータレコードがない。 


84FF 

System Event Log Full 

イベント□グがいっぱいになった。 

BIOS SETUP ユーティリティを使 
ってイベント□グをクリアして< 
ださい。それでちエラーが解除で 
きない場合は、保守サービス会社 
に連絡してマザーボードを交換し 
てください。 ESMPR 0 をインス 
トールしていない場合は、定期的 
に発生します。定期的に□グをク 
リアしなければいけません。 

8500 

Bad or missing memory 
in Slot 3A 

何6かのエラーがメモリでおき 
て DIMM が無効になった。 

メモリを確実に取り付けて<ださ 
し、保守サービス会社に連絡して 
メモリまたはマザーボードを交換 
してください。 

8501 

Bad or missing memory 
in Slot 2A 


8502 

Bad or missing memory 
in Slot lA 



8504 

Bad or missing memory 
in Slot 3B 



8505 

Bad or missing memory 
in Slot 2B 



8506 

Bad or missing memory 
in Slot IB 



8508 

DIMM population error. 
Please swap DIMM pair 
2A/2B with DIMM pair 
3A/3B. 

2 G 己増設メモリ （ 1 GBx 2) を他のメモ 
リ(標準措載メモリ含む)と混在して使 
用したときにメモリの搭載位置を間違 
えている。 

メ 、ソ セージに従って搭載位置を入 
れ替えてください。 

(例） 2 A /2 B と 3 A /3 B のメモリを 
入れ替える。 

8601 

All memory marked as 
fail Forcing mimum back 
online 

実装しているメモリすべてにエラーが 
おきて強制的に起動をおこなった。 

メモリを確実に取り付けて<ださ 
し、保守サービス会社に連絡して 
メモリまたはマザーボードを交換 
してください。 

8306 

OS Boot Watchlog Time 
failure 

0 S の起動で Time out が発生した。 

保守サービス会社に連絡して<だ 
さい。 
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プ□セ、ソサ ( CPU ) やメモリ （ DIMM ) 、ファンに関するエラーメッセージと対応するデバイス 
の搭載位置は次の図のとおりです。 


■I ： 故障している CPU またはメモリは SETUP ユーティリティからでも確認できます （1 61、166 

ページ参照)。 


プ□セッヴ ( CPU )/ メモリ （ DIMM ) のエラーメッセージと CPU / DIMM の取り付け位置 

CPU や DIMM のエラーメッセージ中のソケット番号 （Processor n や Slot n 、 n : ソケット 
番号)は下図のように対応しています。 
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ビープ 音による エラー 通知 


POST 中にエラーを橫化しても、ディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示できな 
い場合があります。この場合は、一連のビープ音でエラーが発生したことを通知します。エ 
ラーはビープ音のい<つかの音の組み合わせでその内容を通おします。 

たとえば、ビープ音が連続して1回、5回、2回、2回の組み合わせで鳴った（ビープコード: 
1-5-2-2)ときはプ□セ、ソサホ橫化エラーが起きたことを示します。 

次にビープコードとその意□ホ、対処方法を示します。 


ビープコード 

意味 

巧処方法 

1 

リフレッシュタイマエラー。 

保守サービス会社に連絡してマザーボードを交換してくだ 
さい。 

2 

パリティエラー。 

DIMM の取り付け状態を磕認してください。それでも直ら 
ない場合は保守サービス会社に連絡して DIMM または 
マザーボードを交換してください。 

3 

ベースメモリ不良。 

4 

システムタイマエラー。 

保守サービス会社に連絡してマザーボードを交換してくだ 
さい。 

5 

プ□セ、ソサ不良。 

保守サービス会社に連絡してプ□セ、ソサまたはマザー 
ボードを交換してください。 

6 

キーボードコント□ーラエラー。 

キーボードの接続状態を確認して<ださい。 

保守サービス会社に連絡してキーボードまたはマザー 
ボードを交換してください。 

7 

プ□セッサ例外割り込みエラー。 

保守サービス会社に連絡してプ□セ、ソサまたはマザー 
ボードを交換してください。 

8 

ディスプレイメモリのリード/ライト 

-L つ一。 

保守サービス会社に連絡してマザーボードを交換してくだ 
さい。 

9 

ROM チェックサムエラー。 

保守サービス会社に連絡してマザーボードを交換してくだ 
さい。 

10 

シャットダウンレジスタエラー。 

11 

目 I0S 無効。 

1-5-1-1 

FRB 不良。 

保守サービス会社に連絡してプ□セ、ソサまたはマザー 
ボードを交換してください。 

1-5-2-1 

プ□セ、ソサタイプエラー。 

取り付けているプ□セ、ソサのタイプを磕認してください。 
それでも直らない場合は保守サービス会社に連絡してプ〇 
セ、ソサまたはマザーボードを交換してください。 

1-5-2-2 

プ□セ、ソサホお化。 

プ□セッサの取リ付け状態を磕認してください。それでち 
直らない場合は保守サービス会社に連絡してプ□セ、ソサま 
たはマザーボードを交換してください。 

1-5-4-2 

電源不良。 

保守サービス会社に連絡して電源ユニット、またはパワー 
ジャンパボード、マザーボードを交換してください。 

1-5-4-3 

チップセット制御エラー。 

保守サービス会社に連絡してマザーボードを交換してくだ 
さい。 

1-5-4-4 

電源制御エラー。 

保守サービス会社に連絡して電源ユニットまたはパワー 
ジャンパボード、マザーボードを交換してください。 
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電源の OFF 


次の順唐で電源を OFF にします。本装置の電源コードを UPS じ接続している場合は、 UPS じ 
添付の説明書を参照するか、 UPS を制御しているアプリケーションのマ説明書を参照してく 
ださい。 

1 . 0 S のシャットダウンをする。 

2. 本装置前面にある POWER スイ、ソチを押す。 

POWER ランプが消のします。 

3. 周辺機器の電源を OFR こする。 
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—パの確認 一 UID スイツチー 


複数の本装置を1つのラックに搭載している場合、保守をしようとしている装置がどれであ 
るかを見分けるために装置の前面および背面には rUID (ユニ、ソ HD ) ランプ」がもうけられて 
います。 

前面にある UID (ユニ、ソ HD ) スイ、ソチを押すと UID ランプが点なします。もう一度押すとラ 
ンプは消灯します。 

ラック背面からの保守は、暗く、狭い中での作業となり、正常に動作している本装置の電源 
やインタフェースケーブルを取り外したりするおそれがあります。 UID スイ、ソチを使って保 
守する本装置を磕認してから作業をすることをお勃めします。 



口 CZI 〇 

|||〇 〇 〇 0 1 
. _|。〇。〇 
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UID ランプ(マザーボード上 
にあるランプ、フレームの 
隙闇から見ることができる） 
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フロッピーディスクドライブ 


本装置前面にフ□、ソピーディスクを使ったデータの読み化し（リード）-保存（ライト）を行う 
ことのできる 3.5 インチフ□、ソピーディスクドライブが搭載されています。 

本装置では 3.5 インチの 2 HD フ□、ソピーディスク （ 1 .44 M バイト）と 2 DD フ□、ソピーディスク 
(720 K バイト）を使用することができます。 


フ□ッピーディスクのセット/取り出し 

フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブにセットする前に本装置の電源が ON 
( POWER ランプ点な）になっていることを磕認してください。 

フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブじ完全に押し込むと r カチ、ソ」と音がし 
て、フ□、ソピーディスクドライブのイジェクトボタンが少し飛び化します。 

イジェクトボタンを押すとセットしたフ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブか 
ら取り化せます。 

• フォーマットされていないフ□、ソピーディスクをセットすると、ディスクの内容を読め 
云巧] ないことを®6せるメッセージやフォーマットを要求するメッセージが表示されます。 

0 S に添付の説明書を参照してフ□、ソピーディスクをフォーマットしてください。 

• フ□、ソピーディスクをセットした後(こ本装置の電源を ON (こしたり、再起動するとフ 
□、ソピーディスクか6起動します。フ□、ソピーディスク内(こシステムがないと起動でき 
ません。 

• フ□、ソピーディスクアクセスランプが消なしていることを確認してか6フ□、ソピーディ 
スクを取り化してください。アクセスランプが点灯中(こ取り化すとデータが破壊される 
おそれがあります。 


フ□ッピーディスクの取り扱いについて 

フ□、ソピーディスクは、データを保存する大切なものです。またその構造は非常にデリケー 
卜にできていますので、次の点にを意して取り扱ってください。 

• フ□、ソピーディスクドライブにはていねいじ奥まで挿入してください。 

• ラベルは正しい位置に貼り付けてください。 

• 銷筆やボールペンで直接フ□、ソピーディスクに書き込んだりしないでください。 

• シャッタを開けないでください。 

参ゴミやほこりの多いところでは使用しないで<ださい。 

• フ□、ソピーディスクの上に物を置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具のおくなど温度の高くなる場所には置かないでくださ 
い。 

• たばこの煙に当たるところじは置かないでください。 

• 水などの液体のおくや薬品のおくには置かないでください。 
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磁石など磁気を帯びたちのをおづけないで < ださい。 

クリップなどではさんだり、落としたりしないでください。 

磁気やほこりから保護できる専用の収納ケースに保管してください。 


フ□、ソピーディスクは、保存している内容を誤って消 
すことのないようにライトプ□テクト（書き a み禁止） 
ができるようになっています。ライトプ□テクトされ 
ているフ□、ソピーディスクは、読み化しはできます 
が、ディスクのフォーマットやデータの書き么みがで 
きません。重要なデータの入っているフ □、ソ ピーディ 
スクは、書き込み時 W 外はライトプ□テクトをしてお 
くようお勃めします。 3.5 インチフ□、ソピーディスクの 



ライトプ□テクトは、ディスク裏面のライトプ□テク 


トスイ、ソチで行います。 


フ□、ソピーディスクは、とてもデリケートな記憶媒体です。ほこりや温度変化じよって 
データが失われることがあります。また、オペレータの操作ミスや装置自身の故障など 
じよってもデータを失う場合があります。このような場合を考えて、万一に備えて大切 
なデータは定期的にバックアップをとっておくことをお勤めします。（本装置に添付され 
ているフ□、ソピーディスクは必ずノ \、ソクアップをとってください。） 















CD - ROM ドライブ 


本装置前面に CD - ROM ドライブがあります。 CD - ROM ドライブは CD - ROM (読み止)し専用の 
コンパクトディスク）のデータを読むための装置です。 CD - ROM はフ□、ソピーディスクと比 
較して、大量のデータを高速に読み化すことができます。 



A ミち意 


A 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、义傷やけびなどを負ラおそれや物的損害を負ラおそれびあります。 
詳しくは、 m ぺージ似降の説明をご覧ください。 

CD - ROM ドライブのトレーを引き出したまま放置しない 


CD - ROM のセツト/取り出し 

CD - ROM は次の手順でセツトします。 

1. CD - ROM を CD - ROM ドライブにセツトする前(こ本装置の電源が ON ( POWER ランプが緑色に点 
义了）(こなっていることを確認する。 

2. CD - ROM ドライブ前面の CD トレーイジエクトボタンを押す。 

トレーが少し化てきます。 

3. トレーを軽く持って手前(こ引き化し、卜 
レーが止まるまで引き化す。 


4. CD - ROM の文字が印刷されている面を上 
にしてトレーの上(こ静かに、確実(こ置 
く。 
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己.ち図のように片方の手でトレーを持ちな 
がら 、もう一方の手でトレーの中んにあ 
る□一夕一部分(こ CD - ROM の穴がはまる 
ようじ指で押して、トレー(こセットす 
る。 


□ーター部分 



CD - ROM のこの部分を押ず 


6 . トレーの前面を軽 < 押して元(こ戻す。 


w-Oi^ 

CD-ROM のセット後、 CD-ROM ドラ 
イブの駆動音び大きく聞こえるときは 
CD-ROM をセツトし直してください。 



CD - ROM の取り化しは、 CD - ROM をセットすると 
きと同じように CD トレーイジェクトボタンを押し 
てトレーを引き化します。 

アクセスランプがオレンジ色に点なしているときは 
CD にアクセスしていることを示します。 CD トレー 
イジェクトボタンを押す前にアクセスランプがオレ 
ンジ色に点なしていないことを磕認してください。 

ち図のように、片方の手でトレーを持ち、もう一方 
の手でトレーの中ムにある□ーター部分を押さえな 
がら CD - ROM の端を軽くつまみ上げるようにして 
トレーから取り化します。 

CD - ROM を取り化したらトレーを元に戻してくださし^。 
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取り出せなくなったときの方法 

CD トレーイジェクトボタンを押しても CD - ROM が本装置から取り化せない場合は、次の手 
順に従って CD - ROM を取り化します。 

1. POWER スイ、ソチを押して本装置の電源 
を OFF ( POWER ランプ消灯）(こする。 

2 . 直径約 1.2 mm 、 長さ約100 mm の金属製 

のピン(太めのゼムクリ、ソプを引き伸ばし - 

て代用できる）を CD - ROM 前面にある強 
制イジェクトホールに差し込んで、卜 
レーが化てくるまでゆっくりと押す。 

_ 強制イジェクトホール 

w-OiM 

• つま楊枝やプラスチックなど巧れやすいものを使用しないでください。 

• 上言己の手順を行っても CD-ROM び取り出せない場合は、保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

3. トレーを持って引き化す。 

4. CD - ROM を取り化す。 

已. トレーを押して元(こ戻す。 

CD-ROM の取り扱い 

本装置にセットする CD - ROM は次の点にを意して取り扱ってください。 

♦ CD 規格に準拠しないロピーガード付き CD 」 などのディスクにつきましては、 CD 再生機 
器における再生の保証はいたしかねます。 

♦ CD - ROM を落とさないでください。 

♦ CD - ROM の上にものを置いたり、曲げたりしないでください。 

♦ CD - ROM にラベルなどを貼らないでください。 

♦ 信号面(文字などが印刷されていない面）に手を触れないで< ださい。 

♦ 文字の書かれている面を上じして、トレーにていねいに置いてください。 

♦ キズをつけたり、 S ^：\筆やボールぺンで文字などを直接 CD - ROM に書き a まないでくださ 
い。 

♦ たばこの煙の当たるところには置かないでください。 

♦ 直射日光の当たる場所や暖房器具のおくなど温度の高くなる場所には置かないでくださ 
い。 

♦ 指紋やほこりがついたときは、乾いた柔らかい布で、内側から外側に向けてゆっくり、 
ていねいにふいて<ださい。 

♦ 清掃の際は、 CD 専用のクリーナをお使いください。レコード用のスプレー、クリーナ、 
ベンジン、シンナーなどは使わないで<ださい。 

♦ 使用後は、専用の収納ケースに保管してください。 
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内蔵オプションの取 D 付け 


本装置に取り付けられるオプションの取り付け方法およびを意事項じついて記載しています。 

M-O • オプションの取り付け/取り外しはユーザー個人でも行えますび、この場合の装置およ 
び部品の破損または運用した結果の影響についてはその責任を負いかねますのでご了承 
ください。本装置について詳しく、専門的な知識を持った保守サービス会社の保守員に 
取り付け/取りがしを行わせるようお勧めします。 

• オプションおよびケーブルは NEC び指定する部品を使用してください。指定 m がの部 
品を取り付けた結果起きた装置の誤動作または故障-破損についての修理は有料となり 
まず。 

• 八ードウエア構成を変更した場合も、^f、ずEXPRESSBUILDERを使用してシステムを 
アップデートしてください (36 ページまたは60ページを参照)。 


安き上の注意 


安全に正しくオプションの取り付け/取り外しをするためじ次のを意事項を必ず守ってくだ 
さい。 





AA 

® 戀 

表 

装置を安全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りください。人び死 
じする、または重傷を負うおそれびありまず。詳しくは、 iii ページ ly 降の説明を 
ご覧ください。 

• 自分で分解•修理•改造はしない 

• リチウムバッテリやニッカドバッテリ、ニッケル水素バッテリを取り外さない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 


A ミち意 


装置をま全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。乂傷や 
けびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびありまず。詳しくは、 iii ページ 
切降の説明をご覧ください。 

• 一人で持ち上ばない 

• 中途半端に取り付けない 

• カバーをがしたまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• 高温ま意 

A A 

0 
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静電気が策について 


本装置内部の部品は静電気に弱い電子部品で構成されています。取りがけ/取り外しの際は 
静電気による製品の故障に十分を意してください。 

•リストストラップ(アームバンドや静電気防止手袋など)の着用 

リスト接地ストラップを手首に巻き付けてください。手に入らない場合は部品を触る前 
に崖体の塗装されていない金属表面に触れて身体に蓄積された静電気を放電します。 
また、作業中はを期的に金属表面に触れて静電気を放電するようにしてください。 

• 作業場所の確認 

-静電気防止処理が施された床またはコンクリートの上で作業を行います。 

-カーペットなど静電気の発生しやすい場所で作業を行う場合は、静電気防止処理を 
行った上で作業を行ってください。 

• 作業台の使用 

静電気防止マットの上に本装置を置き、その上で作業を行ってください。 

• 着巧 

-ウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を行わないでください。 

-静電気防止靴を履いて作業を行ってください。 

-取り付け前に貴金属脂輪や腕輪、時計など)を外してください。 

• 部品の取り扱い 

-取りがける部品は本装置に組み込むまで静電気防止用の袋に入れておいてください。 
-を部品の緣の部分を持ち、端子や実装部品に触れないでください。 

-部品を保管•運搬する場合は、静電気防止用の袋などに入れてください。 


巧り付け/取りかしの準備 


部品の取り付け/取り外しの作業をする前に準備をします。 

1 . 0 S のシャットダウン処理を巧う。 


2. POWER スイ、ソチを押して本装置の電源 
を OFF ( POWER / SLEEP ランプ消の）じ 
する。 

3. 本装置に接続しているすべてのケーブル 
および電源コードを取りかす。 

上で完了です。部品の取り付け取り外 
しにはプラスドライバとマイナスドライ 
パが必要です。用意して<ださい。 
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取り付け/取 0 かし後の確認 


オプションの増設や部品の取り外しをした後は、次の点について磕認してください。 


• 取り外した部品を元どおりに取り付ける 

増設や取り外しの際に取り外した部品 
やケーブルは元どおりに取り付けて< 
ださい。取り付けを忘れたり、ケーブ 
ルを引き抜いたままにして組み立てる 
と誤動作の原因となります。特に、内 
部の部品を取り扱った後は、 FPC ケー 
ブルが磕実に接続されていて、固を用 
キヤ、ソプで固定されていることを5在認 
してください。また、部品やケーブル 
は中途半端に取りがけず、磕実に取り 
付けてください。 



• 装置内部に部品やネジを置き忘れていないか確認する 

特にネジなどの導電性の部品を置き忘れていないことを磕認してください。導電性の部 
品がマザーボード上やケーブル端子部分に置かれたまま電源を ON にすると誤動作の原因 
となります。 

• 装置内部の冷却効果について確認する 

内部に配線したケーブルがぶ却用の穴をふさいでいないことを磕認してください。を却 
効果を失うと装置内部の温度の上昇により誤動作を引き起こします。 

• ツールを使って動作の確認をする 

増設したデバイスによっては、診断ユーティリティや BIOS セットアップユーティリティ 
などのツールを使って正しく取りがけられていることを磕認しなければいけないものが 
あります。それぞれのデバイスの増設手順で詳しく説明しています。参照してくださ 
い。 
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巧り付け/取りかしの手順 


次の手順に従つて部品の取り付け/取り外しをします。 

八ードディスクドライブ 

本装置の前面にある八ードディスクドライブベイには、 SCA 2 インタフェース （ Ult 「 a 320 
SCSI ) を持つ八ードディスクドライブを取り付けるス□、ソトを7つ用意しています。 




體社で指定していない八ードディスクドライブを使用しないでください。サードパー 
ティの八ードディスクドライブなどを取り付けると、 J \- ドディスクドライブだけでな 
く本体び故障するおそれびあります。次に示すモデルをお買いホめくださいに004年 
7月現在)。 


N 81已 0-1 巨 1(18.1 GB 、 
N 81已 0-1 巨 2(3 巨. 3 GB 、 
N 81己 0-163(73.2 GB 、 
N 8巧 0-171(14 目 GB 、 
N 81己 0-1 目 4(18.1 GB 、 
N 81曰 0-1 6己 (3 巨 . SGB 、 
N 81已 0-172(73.2 GB 、 


10000 rpm 、 
10000 rpm 、 
10000 rpm 、 
10000 rpm 、 
15000 rpm 、 
1 已〇〇 Orpm 、 
1 已〇〇 Orpm 、 


Ultra 32 0) 
Ultra 32 0) 
Ultra 32 0) 
Ultra 32 0) 
Ultra 32 0) 
Ultra 32 0) 
Ultra 32 0) 


ディスクアレイを構築ずる際は、 RAID レベルを RAIDO 、 または RAID 1， 
RAID 0+1 のいずれかに設定してください。 


RAID 己、 


標準で目台の八ードディスクドライブを搭載することびできます。フレックスベイに搭 
載する場合は、最大7台の八ードディスクドライブを搭載できます。 


ス□、ソトには約 25.4 mm (1 インチ)厚の八ードディスクドライブを取りがけることができま 
す 。 SCSI ID は次のようじ固をで設定されています。 

SCSI ID 8* 



* フレックスベイに標準で搭載されてし^るフ□、ソピーディスク / CD - 
ROM ドライブを取りかして八ードディスクドライブを取り付けた 
もも 。 

八ードディスクドライブベイは、化荷時の構成でマザーボード上の SCSI コネクタに接続さ 
れています。これらの八ードディスクドライブをディスクアレイで使用する場合は、マザー 
ボード上のコネクタからディスクアレイコント□ーラのコネクタにケーブルをつなぎかえま 
す。ケーブル接続の切り替え方法については「ディスクアレイコント□ーラボード」 （135 ペー 
ジ)を参照してください。 

SCSI IDO のベイを除く八ードディスクドライブベイにはダミースポンジが入っています。 
ダミースポンジは装置内部のを却効果を高めるためのものです。八ードディスクドライブを 
搭載していないス□、ソトにはダミースポンジを取りがけてください。 
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取り付け 


次に示す手順で八ードディスクドライブを取りがけます。その他のス□、ソトへの取り付けも 
同様の手順で行えます。フレックスベイへの取り付けについては、この後の説明を参照して 
ください。 

I ■: ハードディスクドライブは、フロントべゼルを取り外すだけで取り付け/取り外しを行うこ 

||^ とができます。 


n-O ディスクアレイを構成している場合は、同じパックを構成ずる A — ドディスクドライブの容 
量などの仕様び同じものを使用してください。 


1. 107ページを参照して準備をする。 


2 . セキュリティキーでフ□ントべゼルの 
□、ソクを解除して、フ□ントべゼルを取 
り外す。 

3. 八ードディスクドライブを取り付けるス 
□、ソトを確認する。 

ス□、ソトは本装置に標準で6つありま 
す。 SCSI ID 番号のルさい順に取り付け 
てください。 SCSI ID はス□、ソトの位置 
でままっています。 



セ丰ュリテイ□ック 


4. ダミースポンジを取りかす。 

ダミースポンジは SCSI IDO と ID8J：i かの 
ス□、ソトに取り付け6れています。 

w-Oi^ 

ダミースポンジは大切に保管しておい 
て < ださい。 
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7. 八ンドルをゆっ< りと閉じる。 

「カチ、ソ」と音がして□ックされます。 


in 


八ンドルとトレーに指を挟まないよう 
にま意してください。 





押し 3 A むときじ八ンドルのフックがフ 
レーム(こ引つかかっていることを確認 
してください。 


8 . 本装置の電源を ON にして、 SETUP ユーティリティを起動して 「 BootJ-rHard Disk 」 サブメ 
ニューで起動順位の設定をする。 

八ードディスクドライブを増設するとそれまで記憶されていた起動順位の設定がクリアされるた 
めです。 


9. 手順2で取りかしたフ□ントべゼルを取 
り付ける。 

フ□ントべゼル左側のタブが本体のフ 
レームに引つかかるようじしてか6取り 
付けてセキュリティキーで□ックしま 
す。 


フレーム 
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フレックスベイへの取り付け 

フレックスベイに標準で搭載されているフ□、ソピーディスク/ CD-ROM ドライブを取り外 
し、空いたベイへ7台目 （SCSI ID8) の八ードディスクドライブを取りがける手順について説 
明します。 


■I ： フレックスベイにハードディスクドライブを取り付けると、フロッピーディスクドライブ/ 

CD - ROM ドライブは使用できません。 


1. 107ページを参照して準備をする。 

2 . セキュリティキーでフ□ントべゼルの 
□、ソクを解除して、フ□ントべゼルを取 
り外す。 




4. キャリー八ンドルを持って、まっすぐと 
引き化し、フ□、ソピーディスク /CD- 
ROM ドライブをフレックスベイか6取り 
化す。 



取り出したフ□ッピーディスク / CD - 
ROM ドライブは大切に保管しておいて 
<ださい。 

己. 本体に添付のスペーサを取り付ける。 
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目.八ードディスクドライブのレバーの 
□ックを解除する。 



7. 八ードディスクドライブ（トレー付き）と 
八ンドルをしっかりと持ってス□ットへ 
挿入する。 


• ハンドルのフックびフレームに当 
たるまで押し込んでください。 

• 八ードディスクドライブは両手で 
しっかりとていねいに持ってくだ 
さい。 


8 . 八ンドルをゆっくりと閉じる。 

「カチ、ソ」と音がして□ックされます。 



I 八ンドルとトレーに指を挟まないようにま意してください。 

II I チェック I 

II押し込むときに八ンドルのフックがフレーム(こ引っかかっていることを確認してください。 

9. 本装置の電源を ON (こして、 SETUP ユーティリティを起動して設定を変更する。 

FBootJ-rHard Disk」 サブメニューで起動順位の設定をする（八ードディスクドライブを増設す 
るとそれまで記憶されていた起動順位の設定がクリアされるためです）。 

FMainJ-rFloppy A」 を 「Disabled」 に設定をする（フ□、ソピーディスクドライブを取りかしたため 
です）。 

10. 手順2で取り外したフ□ントべゼルを取り付ける。 

フ□ントべゼル左側のタブが本体のフレームに引っかかるようにしてか6取り付けてセキュリ 
ティキーで □、ソ クします。 
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取り外し 

次の手順で八ードディスクドライブを取り外します。 





八ードディスクドライブが故障したためにディスク 
を取り外す場合は、八ードディスクドライブの DISK 
ランプがアンバー色(こ点のしているス□、ソトをあ6 
かじめ確認してください。 



D に K ランプ 


1. 107ページを参照して準備をする。 


2 . セキュリティキーでフ□ントべゼルの 
□ックを解除して、フ□ントべゼルを取 
り外す。 

3. レバーを押して□ックを解除し、八ンド 
ルを倒す。 

4. 八ンドルと八ードディスクドライブを 
しっかりと持って手前に引き化す。 

己.八ードディスクドライブを取り外したま 
ま本装置を使用する場合は、空いている 
ス□、ソトにダミートレーを取り付ける。 



6 . 本装置の電源を ON (こして、 SETUP ユーティリティを起動して 「 BootJ-rHard Disk 」 サブメ 
ニューで起動順位の設定をする。 

八ードディスクドライブを増設するとそれまで記憶されていた起動順位の設定がクリアされるた 
めです。 

7. 手順2で取り外したフ□ントべゼルを取り付ける。 











ディスクアレイ構成の場合、故障した八ードディスクドライブの交換後、巧換した新しい 
ディスクに交換前までの情報を記録することにより、故障を起こす]: i 前の状態に戻すことの 
できるオートリビルド機能を使用することができます。 

オートリビルド機能は、 RAID 1、 または RAID 5、 RAD 0+1 に設をされているディスクアレ 
イで有効です。 

オートリビルドは、故障した八ードディスクドライブをホ、ソトスワップ履源 ON の状態での 
ディスクの交換)するだけで自動的に行われます。オートリビルドを行っている間、八ード 
ディスクドライブにある D に K ランプが緑色とアンバー色に交互に点灯してオートリビルド 
を行っていることを示します。 

M-O • 才ートリビルドに失敗ずると、八ードディスクドライブにある D 旧 K ランプびアンバー 
居^ 色に点なします。もう一度ディスクの取りがし/取り付けを行ってオートリビルドを実 

行してください。 

• ディスクアレイ監視ユーティリティをインス I ルしている場合は次のような表示や動 
作をすることびありますび、オートリビルド終了後、オートリビルドを行った八ード 
ディスクドライブの D 旧 K ランプがアンパ’一色に点なしていなければ、才ートリビルド 
は正常に行われていまず。 

-才ートリビルド中に 「Rebuild was canceled 」 と画面に表示される。 

-オートリビルドをいったん終了して再開しているような動作をずる。 

オートリビルドを行うときは、次のを意を守ってください。 

• 八ードディスクドライブが故障してから、オートリビルドを終了するまで装置の電源を 
OFF にしないでください。 

♦ 八ードディスクドライブの取り外し/取り付けは、90秒じ(上の間隔をあけて行ってくだ 
さい。 

♦ 他にリビルド中の八ードディスクドライブがある場合は、ディスクの交換を行わないで 
ください（リビルド中は八ードディスクドライブにある D に K ランプが緑色とアンバー色 
に交互に点なしています）。 
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フレックスベイに取り付けた八ードディスクドライブの巧換も同様の手順で行えます。八一 
ドディスクドライブを取り外し、フ□、ソピーディスク/ CD - ROM ドライブを取りがける場合 
は、次の手順に従ってください。 


1 . 107ページを参照して準備をする。 


2 . セキュリティキーでフ□ントべゼルの□ックを解除して、フ□ントべゼルを取りかす。 


3 . 八ードディスクドライブを取りかす。 


4 . スペーサを取りかす。 



5 . フ□、ソピーディスク/ CD-ROM ドライブ 
をまっすぐとフレックスベイへ差しジ^ 
む。 



巨.本装置の電源を ON (こして、 SETUP ユーティリティを起動して]: J 下のように設定する。 

フ□、ソピーディスク/ CD-ROM ドライブを取り付けるとそれまで記憶されていた設定がクリアさ 
れるためです。 

• fBootJ-fBoot Device Priority」 で 「ATAPI CD-ROM Drive」 を「 1st Bo 饥 Device」 (こする 
•「Boot」一「Boot Device Priority」 で 「Removable Drive」 を口 nd 目〇饥 Device」 にする 

• rBootJ-FHard Disk」 サブメニューで起動順位を設定し直す 

また、 「MainJ-rFloppy A」 を 「Enabled」 (こ設定をして、フ□、ソピーディスクドライブを有効(こ設 
定してください。 

7 . 手順2で取り外したフ□ントべゼルを取り付ける。 

フ□ントべゼル左側のタブが本体のフレームに引つかかるようじしてか6取り付けてセキュリ 
ティキーで□ックします。 
















電源 ユニット 


万一電源ユニット （1 台)が故障してもシステムを停止することなく運用することができます 
(冗長機能)。 


取り付け 

次の手順に従って電源ユニットを取り付けます。 
-ジを参照して準備をする。 


107ペー、: 

|w-Oi 


I ^^、ず電源を〇ドドにしてください。誤動作や故障の原因となります。 

2. ケーブルアームを後ろ(こ引いて電源ユニット増設用ス□、ソトを確認する。 


3. ブランクカバーの取っ手をつまみなが6 
手前に引<。 

ブランクカバーの□ックが解除されま 
す。 

4. ブランクカバーを取り外す。 


IB ! 


取りがしたカバーは大切に保管してお 
いて < ださい。 



電源ユニット接続端子部分に触れない 
で < ださい。 
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7 . AC キャップを取りかす。 


ラジオペンチなどを使って取り化して< 
ださい。 



8 . 


9 . 


10 . 


電源コードに本)を接続する。 

標準で添付されていたものと増設した電 
源 ユニッ トに添付されていた コー ドを使 
います。コードを接続すると AC POWER 
ランプが点滅します。 

本装置の電源を ON にする。 

AC POWER ランプが点灯します。 

STATUS ランプや POST で電源ユニット 
(こ関するエラー表示がないことを確認す 

な 0 


エラー表示の詳細については93ページを 
参照して< ださい。 

また 、 AC POWER ランプが消灯している 
場合は、もう一度電源ユニットを取り付 
け直してください。それでも同じ表示が 
化たときは保守サービス会社(こ連絡して 
ください。 


電源ユニット1 電源ユニット2 

電源ュニット1用（標準装備） （オプション） 



電源ユニット2用 
電源コード 
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故障した電源ユニットの交換 

交換は電源ユニットが故障したときのみ行います。 


正常に動作している 電源 ユニットを取りがさないでください。 


■L 

rpn 


本装置の電源ユニットを冗長構成 (2 台で運用）にしているとき、そのうちの1台が故障した 
場合は、システム稼働中（電源 ON の状態）に故障した電源ユニットを交換できます（次の手 
順1をとばしてくださし、）。 


1 . システムを終了し POWER スイ、ソチを押して電源を OFF にする。 

2 . 背面にある電源ユニットのランプの表示 (AC POWER ランプがアンバー色に点灯）で故障してい 
る電源ユニットを確認する。 


3 . 電源ユニットの取っ手をつまみなが6手 
前に引く。 

電源ユニットの□ックが解除されます。 

4 . 電源ユニットを取り外す。 



已.電源ユニットを交換せず1台の電源ユニットで運用する場合は、「取り付け」の手順4で取り外した 
カバーを取り付ける。 


IHI 


装置 内部の冷却効果を保持するためにも 電源 ユニットを取り付けていないス□ットにはブラン 
クカバーを取り付けてください 


目.「取り付け」の手順5〜10の手順を参照して電源ユニットを取り付け、取りがけ後の確認をする。 

• L 励 

2台の電源ユニットで動作していた本体の電源ユニットを電源 ON のまま交換したときは、電源 
ユニット POWER ランプが点灯します（運用を停止している間に交換したときは電源コードを接 
続するとランプが点滅し、電源を ON にすると点灯します）。 
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本装置ーラックか5の引き出し一 


八ードディスクドライブと電源ユニットを除く部品の取りがけ/取り外しの作業は本装置を 
ラックから引き化した状態で行います。 


A ま意 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷や 
けがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ 
切降の説明をご覧ください。 

• カバーをがしたまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• 高温ま意 

• ラックび不ま定なが態でデバイスをラックか5引を出さない 

• 複数台のデバイスをラックか5引き出した状態にしない 

A A 

0 


1. 107ページを参照して準備をする。 



3. 

4. 


前面のセツトスクリュー2本をゆるめ 

る0 


八ンドルを持ってゆっくりと静かにラ、ソ 
クか6引き化す。 

r カチ、ソ」と音がしてラ、ソチされます。 


八ンドル 



セツトスクリュー 


ラックへ戻す場合は、本体側面のレールにあるリリースレバーを押して、 ラ、 ソチされた状態 
を解除してください。このときに指を挟んだりしないよう十分にを意してください。 






















トツプカバー 


内蔵デバイスの取り付け/取り外しや内部のケーブル接続を変更するときはトップカバーを 
取り外します。 


取り外し 

1. 107ページを参照して準備をする。 

2 . 本装置をラックか6引き出す （120 ページ 
参照)。 

3. 卜 、ソプカバーに ある □ 、ソク ボタンを押し 
なが6装置背面へスライドさせる。 

4. トップカバーを持ち上げて本体か6取り 
外す。 



取り付け 

トップ カバーを 取り付けるときは、トップ カバー 
のタブが本体フレームに磕実に差し a まれている 
ことを磕認してください。 



トップカバーを本体前面に向かってスライドさせま 
す。「カ チ、 ソ」と音がしてトップカバーが□ックされ 
ます。このときにリリースボタンの状態を磕認して 
ください。磕実じ□ックされるとリリースボタンが 
上に上がった状態になります。下に押された状態(く 
ぼんだ状態)の時はトップカバーをもう一度本体前面 
に向けてスライドさせてください。それでも□ック 
されない場合は、いったんトップカバーを取り外し 
てから、もう一度取り付け直してください。 
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DIMM 

DIMMCDual Inline Memory Module ) は、本装置マザーのボード上の DIMM ソケットじ取り 
付けます。マザーボード上には DIMM を取りがけるソケットが6個あります。 

I ■: メモリは最大 6 GB (1 GBX 6 做まで増設できます(標準装備の DIMM も交換が必數。出荷時 

には、 DIMM #1 A と# 1 B に 256 MB の DIMM を搭載しています。 

n-O • DIMM は大変静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分などに触れて身体の 
静電気を逃がしてか5ボードを取り扱ってください。また、 DIMM の端子部分や部品を 
素手で触ったり、ボードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関する説 
明は107ページで詳しく説明しています。 

• NEC で指定していない DIMM を使用しないでください。ヴードパーティの DIMM などを 
取り付けると、 DIMM だけでなく本体び故障するおそれびあります。また、これ5の製 
品び原因となった故障や破損についての修理は保証期間中でち有料となります。 


DIMM の増設順序 


DIMM は、 DIMM 番号の小さい順に2枚単位で増設します。 


Bank#3 


Bank#2 


Bank#1 



前面側 


一 不正な順唐で DIMM を設定した場合(こは]: J 下のようなメッセージが表示されます。 

ェック I 8502 : Bad or missing memory in Slot 1 A 
8506 : Bad or missing memory in Slot 1 目 

M-O インタリーブ装置であるため、 Bank 単位>1に2枚の DIMM を増設してください。1つの 

Bank 内に異なる仕様の DIMM を実装ずると正常に動作しません。 

63口1<単位とはイラストで示ず#1八と#16、 #2 A と# 2 B 、 #3八と#36でそれぞれ1単 
位でず(記号はマザーボード上にも印刷されていまず)。 

で DIMM の仕滿ホ、 DIMM に貞占ってあるラベルに下記の内容で表示されていまず。 

(例） 2目 6 MHz . Bufferred •128 MB . ロウアドレス！ 2ビット . カラムアドレス 

10ビット - Single side の場台 

26巨 / B / 128 / R 12 CIO S 

I Single side 
カラムアドレス10ビット 
容量 □ウアドレス12ビット 
周波数 Bufferred 
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取り付け 

次の手順に従って DIMM を取り付けます。 

n-O 本装置では、 Low-profile (□— プ□ファイル： DIMM ボードの高さび 30 mm ( l .2 インチ) 
ly 下)タイプの DIMM のみをサボートしています。それ m 夕 K それ ly 上高い) DIMM はサボー 
卜していません。 

1. 107ページを参照して準備をする。 

2 . 本体をラックか6引き出す （120 ページ参照)。 

3. トップカバーを取り外す （ 121ページ参照)。 

4. DIMM を取りがけるソケットに取り付け 
6れている DIMM カバーを取り外す。 

ソケット両側のレバーを広げると、力 
バーがソケットか6外れます。 

W - OI ® 

取りがした DIMM カバーは、大切に保 
管しておいてください。 

已. DIMM をソケットにまっすぐ押しジ^む。 

• DIMM の向きにミ主意してください。 

DIMM の端す側(こは誤挿入を防止す 
るための切り欠きがあります。 

• ソケットへ押し 3 A むときは過度の 
力を加えないで<ださい。ソケッ 
卜や端子部分を破損するおそれが 
あります。 

DIMM が DIMM ソケット(こ差し} A まれる 
とレバーが自動的に閉じます。 

巨. 手順1〜3で取り外した部品を取り付け 
る。 

7. POST の画面でエラーメ 、ソ セージが表示されていないことを確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細については93ぺージを参照してください。 

8 . SETUP を起動して 「 Advanced 」一 「Memory Configuration 」 の順でメニューを選択し、増設した 
DIMM の ステータス 表示が rins ね lied 」 になっていることを確認する （ 166ページ参照）。 

9. 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Config Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

八ードウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは162ページをご覧ください。 

10. ページングファイルサイズを推奨値(搭載メモリ X 1 .日）じ(上に設定する。 

Windows Server 2003の場合は31ぺージ 、 Windows 2000の場合は56ぺージを参照してくだ 
さし、 




八—ドウ H ア編 


123 
















取り外し 

次の手順に従って DIMM を取り外します。 


n-O • 故障した DIMM を取り外す場合は、 POST や ESMPRO で表示されるエラーメッセージを 
置^ 確認して、取り付けている DIMM ソケットを確認してください。 

• DIMM は最低2枚1組搭載されていないと本装置は動作しません。 

1. 107ページを参照して準備をする。 

2 . 本体をラックか6引き出す （120 ページ参照)。 

3. トップカノ を取り外す （ 121ページ参照)。 

4. 取り外す DIMM のソケットの両側にある 
レバーを左ち(こひろげる。 

□ックが解除され D I M M を取り外せま 
す。 

己.空きス□ット(こ DIMM カバーを取り付ける。 

目.手順3で取り外した部品を取り付ける。 

7. 本装置の電源を ON にして POST でエラーメッセージが表示されていないことを確認する。 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、93ページのエラーメッセージ 
一覧を参照して < ださい。 

8 . SETUP を起動して rAdvancecU-rMemory ConfigurationJ-fMemory Retest 」 を 「 Enabled 」 に 
設定し、取りかした DIMM のエラー情報をクリアする （166 ぺージ参照)。 

9. 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Config Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

J \- ドウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは162ページをご覧ください。 







プ □ セツヴ （ CPU) 


標準装備の CPU ( Intel ® Xeon ™ processor ） に力□えて、もう1つ CPU を増設し、マルチプ日 
セ、ソサシステムで運用することができます。 


• CPU は大変静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分などに触れて身体の 
静電気を逃がしてか 5 CPU を取り扱ってください。また、 CPU の端子部分や部品を素 
手で触ったり、 CPU を直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関する説明 
は107ぺージで詳しく説明しています。 

• 取り付け後の確認びでをるまではシステムへの運用は控えてください。 

• NEC で指定していない CPU を使用しないでください。サードパーティの CPU などを取 
り付けると、 CPU だけでなく本体び故障ずるおそれびありまず。また、これ5の製品 
び原因となった故障や破損についての修理は保証期間中でも有料となります。 


背面側 



■L 

[ヒント I 


オプションの CPU の中には異な 
るレビジョンのものが含まれて 
いる場合があります。異なるレ 
ビジョンの CPU を混をして取り 
付けた場合、 Windows ではイべ 
ントビューアのシステムログに 
必下のようなログが表示されま 
すが、動作には問題ありませ 
ん。 


斗ぶ] 


ィ ペン ト1 

日か 

2001/07/02 

ソース 

Application Popup 

♦ 1 

時刻： 

22:13 

み親 

ねし 


裡規 

巧郎 

イベントの: 

41 

* \ 

ユーザー(山： 

剛 



% 1 

〕 シピュ-夕に): 

SERVER -1 




i が月が： 


この7ルチプ□セッサシステムの CPU は、一部が同じりピジョンレベルではありません。すぺ 
てのプロセッサを保用するためじオペレーティンヴシステムをシステムで巧能な最小のプロ 
むサじ刖限します。このシステムで問題が発生する巧合は、 CPU 裝适元に巧い合わせて 
この混合プ化ッサびサポートされているかどうかを應忍してください。 

データの:ロバイト(巨） 广ワード地） 


0000： 

00 

00 

00 

00 

01 

00 

d 4 

00 

. 6. 


0008: 

00 

00 

00 

00 

29 

00 

00 

40 

.8 


0010: 

02 

00 

00 

00 

29 

00 

00 

40 

.8 


0018： 

00 

00 

00 

00 

00 

00 

00 

00 



0020: 

00 

00 

00 

00 

00 

00 

00 

00 













zl 


キャンセル 
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取り付け 

次の手順に従って CPU を取り付けます。 


1. 107ページを参照して準備をする。 


2 . 本体をラックか6引き出す （120 ページ参照) 

3. トップカノ \'一を取り外す （ 121ページ参照)。 


4. プ□セ、ソサダクトを持ち上げて取り外 
す。 

I チェック I 

フ□ント USB ケーブルがダクトの周り 
をおうように配線されています。取り 
付けの際(こ正し< 配線できるように 
ケーブルのルートやケーブルの固定位 
置を確認しておいてください。 

5. CPU ソケットの位置を確認する。 



目.ソケットのレバーを持ち上げてダストカ 
バーを取り除<。 
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7. CPU をソケットの上にていねいにゆつく 
りと置く。 

CPU の向きにミ主意してください 。 CPU 
とソケットは誤挿人を防止するためじ 
CPU とソケットにはピンマークがあり 
ます。 CPU とソケット側のピンマーク 
を確認して正しく取りがけてくださ 
い。 


8 . CPU を軽くソケット(こ押しつけてか6レ 
バーを倒して固定する。 


9. ヒートシンクを CPU の上に置く。 
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10. ヒートシンククリップでヒートシンクを 
固定する。 

リテンションの側面中央にあるタブに 
ヒー トシンククリ 、ソプ のクリ 、ソプ を引っ 
かけ(①）、一方のクリップをリテンショ 
ンのタブ(こ引っかけます(②)。 

次(こ、クリップを押さえなが6、最後 
(こ、もう一方のヒートシンククリップを 
リテンションのタブに引っかけます 
(③)。 


11. ヒートシンクがマザーボードと水平に取り付け6れていることを確認する。 



• 斜めに傾いているときは、いったんヒートシンクを取りがしてか5、もう一度取り付け直し 
て < ださい。 

水平に取り付け5れない原因には次のことび考え5れます。 

- CPU が正しく取り付け5れていない。 

-ヒートシンククリップを正しく引っかけていない。 

• 固定されたヒートシンクを持って動かさないでください。 

12. プ□セ、ソサダクトを取り付ける。 

本体前面か6見て、ち側3つのファンを覆うよう(こして置いて、まっすぐ(こ本体へ押しつけると 
取り付け6れます。 

13. 取り外した部品を取り付ける。 

14. 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Config Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは162ページをご覧ください。 

15. Windows で、1 CPU 構成の本装置に CPU を増設し、2つ上の CPU で運用する場合に]:>(下の手順 
を行う。 

デバイスマネージャの r コンピュータ」のドライバが 「 ACPI シングルプ□セ、ソサ PC 」 になっている 
場合は 「 ACPI マルチプ□、ソサ PC 」 に変更し、メッセージに従って再起動後、システムのアップデー 
卜 （36 ページまたは60ページ）を行う。 
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取り外し 

CPU を取り外すときは、「取り付け」の手順1〜4を参照して取り外しの準備をした後、手順 
10〜6の順に従って行ってください。ヒートシンクはヒートシンククリ、ソプをマイナスドラ 
イバ、または増設 CPU に添がの取り外し工具を使って取り外した後、ヒートシンクを水平に 
少しずらすようにして動かしてから取り外してください（この後の「重要」の3項目を参照して 
ください）。 


<増設 CPU に添がの取りかし工具を使った取り外し例> 



M-O • CPU の故障 m がで取りがさないでください。 

• CPU 拌2に CPU を取り付けていない場合は、ダストカバーを取り付けておいてくださ 
い。 

• 運用後は熱によってヒートシンクの底にあるクールシートび CPU に粘着している場合 
があります。ヒートシンクを取り外す際は、ちちに軽く回して、ヒートシンクび CPU 
か5離れたことを確認してか5行ってください。 CPU に粘着したままヒートシンクを 
取りがすと CPU やソケットを破損ずるおそれびありまず。 

CPU の取り外し（または交換)後に次の手順を行ってください。 

1 . SETUP を起動して 「 MainJ-rProcessor SettingsJ-fProcessor Retest 」 の順でメニ:！一を選択 
し、取り外した CPU のエラー情報をクリアする （ 161ぺージ参照)。 

CPU をを換した場合 

「 MainJ-rPmcessor Se な ings 」 の順でメニューを選択し、増設した CPU ののおよび L 2 Cache 
Size が正常になっていることを確認する （161 ページ参照)。 

2. 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Config Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは162ページをご覧ください。 
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PCI ボード 


本装置には、 PCI ボードを取り付けることのできる r ライザーカード (2 種類)」をマザーボード 
上に搭載しています。ライザーカードには PCI ボードをを3枚ずつ取り付けることができます 
(合計で6枚の PCI ボードを搭載可能)。 

それぞれのライザーカードにある PCI ボードス□、ソトにネ、ソトワーク拡張用やファイルデバ 
イス機能拡張用の PCI ボードを接続します。 

M-O • PCI ボードおよびライザーカードは大変静電気に弱い電子部品でず。サーバの金属フ 
レーム部分などに触れて身体の静電気を逃がしてか 5 PCI ボードを取り扱ってくださ 
し、。また、 PCI ボードおよびライザーカードの端子部分や部品を素手で触ったり 、 PCI 
ボードおよびライザーカードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関す 
る説明は107ページで詳しく説明していまず。 

• 取り付けることびできる PCI ボードの組み合わせには制限事項びありまず。詳細はお買 
い求めの販売店または保守サービス会社までお問い合わせください。 

• Low - profile (□—プ□ファイル)タイプと Full - hei 呂 ht (フル A イト)タイプの PCI ボード 
で接続でをるライザーカードび異なりまず。ボードの仕様を確認してか5取り付けてく 
ださい。 


Pl ; PCI ボードによっては、オンボード上の拡張 ROM を利用するものもあります。ボードに添 

rE^n 付の説明書を参照し、拡張 ROM の展開が必要であるかどうかを確認してください。設を 

は、 BIOS セットアップユーティリティ 「 SETUP 」 を使います。詳しくは、153ぺージを参照 
してくださし、。 
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注意事項 

取り付けや取り外しの際には次の点についてを意してください。 

• ライザーカードの端子部や電子部品のリード線には直接手を触れないようを意してくだ 
さい。手のミ由やミちれがが着し、接続不良を起こしたり、リード線の破損による誤動作の 
原因となります。 

♦ ライザーカードによって接続できる PCI ボードのタイプが異なります。ボードの仕様を確 
認してから取り付けてください。 

♦ N 8103 -80/81 ディスクアレイコント日ーラを取り付けたス□ットより下のス□ットに 
ボードを取りがけている場合は、ディスクアレイコント□ーラボード上の LED コネクタ 
とマザーボード上の DAC LED コネクタを本装置に添付の LED 中継ケーブルで接続するこ 
とはできません(ディスクアレイコント□ーラに接続された八ードディスクドライブのア 
クセス状態を本体前面のディスクアクセスランプに表示させることができません）。 

♦ 本装置の起動時の PCI バスス□、ソトのサーチ順位は次のとおりです。 

ーフル八イトタイプのライザーカードから □ ープ□ファイルタイプのライザーカードの順 
—ス□、ソト番号の大きい順 

したがって、次のス□ット番号の順にサーチします。 

3目一 2 B — 1 B — 3 C — 2 C -> 1 C 

♦ OS やディスクアレイ BIOS ユーティリティなどで同種の PCI デバイス（オンボードの PCI デ 
バイスち含む)の認識順唐が上記のサーチ順と異なる場合があります。次の表の PCI バス 
番号やデバイス番号、機能番号を参照して PCI デバイスのス□、ソト位置を磕認してくださ 
い。 


PCI デバイス 

pa バス番号 

デバイス番号 

機能番号 

オン ボー ド N に1 

3 

7 

0 

オン ボー ド N に2 

3 

7 

1 

ス□、ソト 1 目 

3 

8 

X 

ス□、ソト 2 目 

3 

9 

X 

ス□、ソト 3 目 

3 

10 

X 

オンボード SCSI Ch.A (外部用） 

4* 

7 

0 

オンボード SCSI Ch . 目俩部用） 

4* 

7 

1 

ス□、ソト 1 C 

4* 

8 

X 

ス□、ソト 2 C 

/] ネ 

9 

X 

ス□、ソト 3 C 

/] ネ 

10 

X 


* ス□ット1目、2目、3目(こ取り付け6れたボード(こよってバス番号が 5 iU 上に 
なる場合があります。 


♦ 起動しない LAN デバイスのオプション ROM は目 IOS セットアップユーティリティで 
「 Disabled 」 に設定してください。 
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• ス□ット 3 C 、3 B に LAN デバイスを増設した場合、 LAN ポートに接続したコネクタをあ 
くときは、コネクタのツメが手では押しにくくなっているため、マイナスドライバなど 
を使用してツメを押してあいてください。その際に、マイナスドライバなどが LAN ポー 
卜やその他のポートを破損しないよう十分じを意して<ださい。 

• 起動可能な PCI 力ード(ディスクアレイコント□-ラや SCSI コント□ーラ、 LAN ボードな 
ど)を増設すると、起動の優先順位が変更されることがあります。増設後に BIOS セット 
アップユーティリティの 「 Boot 」 の 「Boot Device ド|1〇「け乂」サブメニューで設定し直して 
ください。 

• 同じ PCI ライザーカード上じあるス□ット（1 C 、 2 C 、3 C または1巨、 2 B 、 3目）のうち、 
いずれかのス□、ソトに 33 MHz でのみ動作するオプションを取り付けた場合、その PCI ラ 
イザーカードの他のス□、ソトじ取りがけたオプションも 33 MHz で動作します。 

• 音声処理ボード （ N 8104 -95 4回線音声処理ボード、 N 8104 -96 12回線対応音声処理 
ボードなど)を2枚隣接したス□、ソトに実装する場合は、ボード間で使用する CT バスケー 
ブルをうまくケーブルフォーミングしなければ、 PCI ライザーカードと崖体との隙闇に 
ケーブルを収めることができません。下図を参照してケーブルフォーミングをしてくだ 
さい。 



サポートしているボードと搭載可能ス□ット 

次ページの表のとおりです。 






























ス□ット 





PCI-X 

#1 

(1C) 

PCI-X 

#2 

(20 

PCI-X 

#3 

(30 

PCI-X 

#4 

(1B) 

PCI-X 

指 

(2B) 

PCI-X 

#6 

(3B) 





バス C 

バス己 


型名 

製品名 

巨斗 bit/ 1 00 MHz*3 

備考 



ス□ットサィズ 

Low-profile 

Full-height 




PCI ボード 
タイプ 

3.3V 




搭載可能な 
ボー ドサイズ* 1 

MD2 

□ング /シヨー ト 


N8 103-65 

SCSI コント □ー ラが 

(動作周玻数： 33MHz) 

O 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


N8 103-56 

SCSI コント□ーラ 
(動作周波数： 66MHz) 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 


N8 103-75 

SCSI コント□ーラ 
(動作周玻数： 133MHz) 

o 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

最大3枚まで搭載可能 

N8 103-80 

ディスクアレイコント□-ラ （1ch) 
(動作周玻数： 66MHz) 

び 4 

〇 

〇 

〇 

〇 

参 

N 8103 -8 1/86と合わせて 
最大4枚まで搭載可能 
増設バッテリ 「N 8103-79」 

は、ス □、ソ ト#3〜ス □、ソ ト#6 上 
のボードにのみ増設可能とする 

N 8103 -81 

ディスクアレイコント□-ラに ch) 
(動作周波数： 66MHz) 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

N 8103 -80/86 と合わせて 
最大4枚まで搭載可能 

N 8103 -86 

ディスクアレイコント□-ラ (Och) 
(動作周波数： 66MHz) 

o 

- 

- 

- 

- 

- 

N 8103 -80/81 と合わせて 
最大4枚まで搭載可能 

N 8190 -10 日 

Fibre Channe ロント□—ラ 
(動作周波数： 33MHz) 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

1枚のみ搭載可能 

N 8190 -10 己 

Fibre Channel コント□—ラ 
に Gbps/Optical) 

(動作周波数： 66MHz) 

o 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

最大4枚まで搭載可能 
(Low-profile :最大2枚 
Full-height :最大2枚） 

N 8104-101 

高速回線ボード 
(動作周波数： 33MHz) 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 


N 8104 -102 

高速を回線ボード 
(動作周波数： 33MHz) 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 


N 8104 -109 

1000己 ASE-SX 接続ボード 
(動作周波数： 133MHz) 

〇 

〇 

〇 

- 

- 

- 

1枚のみ搭載可能 

ただし、 AFT 時は最大2枚まで 

搭載可能 

N 8104 -84/ 103/104/113の 
混在不可 

N8104-1 12 

1000 BASE-SX 接続ボード 
(動作周波数： 133MHz) 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

1枚のみ搭載可能 

ただし、 AFT 時は最大2枚まで 

搭載可能 

N8 104-84/ 103/104/113の 
混在不可 

N 8104 -1 13 

1000 BASE-T 接続ボードに ch) 
(動作周波数： 133MHz) 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

N81 04-84/1 03/1日4と合わせ 
て最大2枚まで搭載可能 

N 8104 -103 

1000 BASE-T 接続ボード 
(動作周波数： 133MHz) 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

1枚のみ搭載可能 
ただし、 AFT 時のみ N 8104 -104 
と混在でき合計最大2枚まで 
搭載可能 

N 8104 -104 

1000 BASE-T 接続ボード 
(動作周波数： 133MHz) 

〇 

〇 

〇 

- 

- 

- 

1枚のみ搭載可能 
ただし、 AFT 時のみ N 8104 -103 
と混在でき合計最大2枚まで 
搭載可能 

N 8104-111 

100 BASE-TX 接続ボード 
(動作周波数： 33MHz) 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 


N 8104 -88 

100 BASE-TX 接続ボード 
(動作周波数： 33MHz) 

〇 

〇 

〇 

- 

- 

- 


N 8104 -86 

100 BASE-TX 接続ボード 
(動作周波数： 33MHz) 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

最大2枚まで搭載可能 
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N 8104 -94 

4回線音声- FAX 処理ボード 
(動作周波数： 33MHz) 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 


N8 104-95 

4回線音声処理ボード 
(動作周波数： 33MHz) 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 


N 8104 -96 

12回線対応音声処理ボード 
(動作周波数： 33MHz) 

- 

- 

- 

- 

〇 

〇 

最大2枚まで搭載可能 

N8104-1 10 

SSL アクセラレータボード 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

1枚のみ搭載可能 

Windows 2000でのみ動作 

N8191-07 

に MB コネクタ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 



o 搭載可能 ♦ 標準搭載済み 一搭載不可 


*1 ボードの奥行きサイズ。 

Full-height の場合：173.1 mm ま T (シヨートサイズ)、 312mm まで(□ングサイズ） 

Low-profile の場合：1 19.9mm まで (MD1)、 167.6 mm まで (MD2) 

*2 八ードディスクドライブとの接続不可。 

*3 同ーバス内に2枚じ(上ボードを増設した場合、動作は最大 66MHz となりまず。 

また、バス C (ス□ット#1义 3) に2枚た上ボードを増設した場合は、標準 SCSI (オンボード）の動作も最大 66MHz に、 
バス B (ス□ット#4,日， 6) に2枚]:上ボードを増設した場合は、標準ネットワーク（オンボード）の動作も最大 66MHz とな 
U まず。 

*4 #1に本ボード搭載時、サーバ本体内部 SCSI インターフェース（内蔵バックアップ装置用）とボード内部 SCSI インター 
フェース（内蔵 HDD アレイ用）は排他利用とずる。 

※同ーバスに異なる周波数のカードを実装した場合は低い方の周波数で動作しまず。 

※カツコ内に記載された動作周波数はカードの最高動作周波数であり、実際はス□、ソトの動作周波数で動作します。 


M-O 標準ネットワークについて 

標準ネットワーク(オンボード同がで AFT / ALB の Teamin 呂を組むことが可能です。 
ただし標準ネットワークとオプション LAN ボードで同一の AFT / ALB の Teamin 呂を組むこ 
とはでをません。 
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取り付け 

次の手順に従ってライザーカードに PCI ボードを取り付けます。 


それぞれのライザーカードがサポートするボードタイプ（□ープ□ファイルかフル八イ 
トタイプ）と取り付ける PCI ボードのタイプを確認してください。 

PCI ボードを取り付けるときは、ボードの接続部の形状とライザーカードにあるコネク 
夕の形状が合っていることを確認してください。 


1. 107ページを参照して準備をする。 

2 . 本体をラックか6引き出す （120 ページ参照)。 

3. トップカノ \一を取り外す （ 121ページ参照)。 

4. ライザーカードのまっすぐ持ち上げて装置か6取りかす。 



□ープ□ファイルタイプ 



已.リテーナクリップの□ックを解除して開く。 


リ テーナ クリップ 


リテ ー ナクリ 、ソプ 
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目. 増設ス□ットカバーを取り外す。 

取りがした増設ス□ットカバーは、大 
切に保管しておいてください。 



7. <フル八イト-フルレングスタイプのみ> 


フル八イト-フルレングスタイプの PCI 
ボードを取り付ける場合は、 PCI ボード 
のリテーナをクトす。 



8 . ライザーカードに PCI ボードを取り付ける。 

ライザーカードのス□、ソト部分と PCI ボードの端子部分を合わせて、確実に差し 3 A みます。 


エンボス 


PCI ボードブラケット 

PCI ボードブラケット の切り欠き部分 



□ープ□ファイルタイプ 


フル八イトタイプ 
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ライザーカードや PCI ボードの端子部分には触れないでください。ミちれや油び付いた状態で 
取り付けると誤動作の原因となります。 

うまくボードを取り付け5れないときは、ボードをいったん取りがしてか5取り付け直して 
ください。ボードに過度の力を加えると PCI ボードやライザーカードを破損するおそれびあ 
りますのでま意してください。 


I チェッ匀 


PCI ボードブラケットの切り欠き部分がエンボスによって位置ミまめされていることを確認し 
て<ださい（他のボードのブラケットや増設ス□、ソトカバーも含む)。 

PCI ボードブラケットの先端がライザーカードの固定ス□、ソトに差し} A まれていることを確 
認してください。 

フル八イトの PCI ボードの場合、 PCI ボードブラケットと反対側のボードのエッジがライ 
ザーカードの□、ソキングタブで固定されいることを確認してください。 


9. リテーナクリップを閉じて□ックする。 


リテ ー ナクリ 、ソプ 


リ テーナ クリップ 




フル八イトタイプ 
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10. ライザーカードをマザーボードのス□、ソトに接続する。 


ライザーカードの端子部分とマザーボード上のス□、ソト部分を合わせて、確実に差し込みます。 

I チェック I 

• フル八イトタイプのライザーカードを取り付ける前に電源ユニツトの先端じある仕切り版の 
取り付け位置を確認して < ださい。 

ネジ部で位置みめされ 



• 差し 3 A む際にライザーカードのフレーム部にある、屋体と固定するためのツメが屋体背面の 
穴(こ正しく勘合していることを確認してください。差し} A んだ後、ライザーカードの端子部 
分が完全(こ見えな < なるまで指で押して確実じ接続させます。 

• システム内部のケーブルがライザーカードに挟まれていないことを確認してください。 



□ープ□ファイルタイプ 


ちょうつがいの位置がプ 

レート内側にあることケーブルを挟ん 


































11 . 差し A んだ後、指で押して確実に接続させる。 




12 . 取りかした部品を取り付ける。 

13. 本装置の電源を ON じして POST の画面でボード(こ関するエラーメッセージが表示されていないこ 
とを確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細については93ページを参照してください。 

14. BIOS セットアップユーティリティを起動して 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Config Data 」 を 
「 Yes 」 (こする。 

八ードウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは162ページをご覧ください。 

1 己.取り付けたボードに搭載されている目 IOS コンフィグレーションユーティリティを起動してボード 
のセットアップをする。 

ユーティリティの有無や起動方法、操作方法はボードによって異なります。詳し<はボードに添 
付の説明書を参照して<ださい。また、起動可能なデバイスが接続された PCI ボード(ディスクア 
レイコント□ーラや SCSI コント□ーラ、 LAN ボードなど）を増設した場合、起動優先順位がデ 
フォルト(こ変更されることがあります。目 IOS セットアップユーティリティの 「 Boot 」 の 「Boot 
Device Priority 」 を設定し直してください （176 ぺージ参照)。 


取り外し 

ボードの取り外しは、取り付けの逆の手順を行ってください。また、取り外し徽こ BIOS セッ 
トアップユーティリティの 「Boot」 の 「Boot Device ド11〇「け乂」で起動優先順位を設をし直して 
ください （170 ページ参照)。 
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ディスクアレイコント□ーラボード 


r ディスクアレイコント□ーラボード」は、データの信頼性を向上させるために用意された才 
プションの PCI ボードです。 

このボードを取りがけると、本装置内蔵の八ードディスクドライブやオプションのディスク 
増設ユニットに搭載した八ードディスクドライブを r ディスクアレイ構成」で使用することが 
できます。 

n-O • ディスクアレイコント□—ラボードは大変静電気に弱い電子部品でず。サーバの金属フ 
レーム部分などに触れて身体の静電気を逃がしてか5ディスクアレイコント□—ラボー 
ドを取り扱ってください。また、ディスクアレイコント□—ラボードの端子部分や部品 
を素手で触ったり、ディスクアレイコント□—ラボードを直接机の上に置いたりしない 
でください。静電気に関する説明は107ページで詳しく説明しています。 

• ディスクアレイ構成に変更する場合や、 RAID を変更する場合は、八ードディスクドライ 
ブを初期化します。ディスクアレイとして使用する八ードディスクドライブに大切なデー 
夕びある場合は、バックアップをとってか5ディスクアレイの構築を巧ってください。 

• ディスクアレイを構築ずるには2台似上の八ードディスクドライブび必要です。 

• ディスクアレイとして使用ずる八ードディスクドライブはパックごとに同じ容量-性能 
(ディスク回転数など）を持ったものにしてください。 

ー ディスクアレイコント□-ラボードを取り付ける場合は、 SETUP の 「 Advanced 」 メニュ ー 

I チェック I の 「PCI Configuration 」一 「PCI Slot xx ROM ( xx は PCI ス □、ソ ト番号）」のパラメータが 

「 Enabled 」 (こなっていることを確認してください。 

■: RAID 1 または RAID 5、 RAID 0+1 のディスクアレイ構成にすると、ディスクの信頼性が向上 

するかわりにディスクアレイを構成するハードディスクドライブの総容量に比べ、実際に使 

- 用できる容量が小さくなります。 


取り付け 

ディスクアレイコント□ーラの取りがけは 「 PCI ボード」を参照してください。 


n-O • Low - profile にープ□ファイル)タイプと Full - hei 呂 ht (フルノバト)タイプの PCI ボード 
で接続できるライザーカードび異なりまず。ボードの仕様を確認してか5取り付けてく 
ださい。 

• N 8 103-80/81 ディスクアレイコント□—ラボードを取り付けたス□ットより下のス 
□ットにボードを取り付けている場台は、ディスクアレイコント□—ラボード上の LED 
コネクタをマザーボード上の DAC LED コネクタに接続ずることはできません(ディス 
クアレイコント□—ラに接続された八ードディスクドライブのアクセス状態を本体前面 
のディスクアクセスランプに表5"、させることびでをません）。 

• フル八イトタイプのライザーカードにディスクアレイコント□—ラを接続し、内蔵の 
]\- ドディスクドライブをディスクアレイ構成に変える場合は、ライザーカードをマ 
ザーボードに接続ずる前にケーブルを接続しまず。 

• ディスクアレイコント□-ラを接続される場台、 BIOS の SETUP Menu の Boot 一 
Hard Disk Drives における優先順位を 8 番目 lU 内に設定してください。設定び9番 
目降となっている場合、ディスクアレイコント□—ラのコンフィグレーシヨンメ 
ニューを起動することびでをません。 
















取り外し 

ボードの取り外しは、取りがけの逆の手順を行ってください。 


内蔵の八ードディスクドライブをディスクアレイ構成にする場台 

ディスクアレイコント□ーラボードを取りがけた本装置で、内蔵の八ードディスクドライブ 
をディスクアレイ構成にする場合は、マザーボード上の SCSI ケーブルや LED ケーブルの接続 
を切り替えないといけません。 

化荷時の内蔵八ードディスクドライブのインタフェースは、マザーボード上の SCSI コネク 
夕に接続されています。 



参 SCSI ケーブルの接続 

内蔵の八ードディスクドライブをディスクアレイ構成にする場合は、マザーボード上の 
SCSI コネクタからケーブルを外し、ディスクアレイコント□ーラボードのコネクタに接 
続してください。 

n-O • フルハイトタイプのライザーカードにディスクアレイコント□—ラを接続し、内蔵 
の八ードディスクドライブをディスクアレイ構成に変える場合は、ライザーカード 
をマザーボードに接続ずる前にケーブルを接続します。 

♦ ディスクアレイコント□—ラボードによっては複数のチャネル(コネクタ）を持ってい 
るちのもあります。また、コネクタは内部接続用と夕 M 寸け用が用意されている場合ち 
ありますが、ボードの内部接続上、排他的な仕様になっていることがあります。内部 
と外付けでの接続び異なるコネクタ(チャネル)であることを確認してください。コネ 
クタとチャネルについては、ボードに添付の説明書を参照してください。 
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参 LED 中継ケーブルの接続 


ディスクアレイを構築した際、内蔵の八ードディスクドライブのアクセス状態などを表 
示させるために、本装置に内蔵の LED 中継ケーブルを使用します。 

1. 本装置に内蔵の LED 中継ケーブルの黒色のコネクタをディスクアレイコント□ーラじある LED 
Active ピン(こ接続する。 

赤色のケーブルが化ている端子を LED Active ピンに接続してください。もう一方の黒色のケープ 
ルが化ている端子には何も接続しないでください。 

2. LED 中継ケーブルの茶色のコネクタがマザーボード上の HDD LED コネクタに接続されていること 
を確認する。 

— "〇 N8 103-80/81 ディスクアレイコント□—ラの場台は、取り付けたス□ットの下に 
ボードを取り付けているときはケーブルの接続はできません。ケーブルコネクタび下に 
取り付け 5 れたボードに接触するためです。 



[N8 103-80] 

















































































































[N 8103 -81] 



J 2 コネクタの 3 ピン 
に赤色のケーブルが 
付いているコネクタ 
穴を差し込む 


• 内蔵八ードディスクドライブのディスクアレイ構築 

ディスクアレイを構築するときは、次の点じついてを意してください。 

-同じ容量、同じ回転速度の SCSI タイプの八ードディスクドライブを2台じ(上搭載し 
ていること （ RAID(Redundant Arrays of lnexpensive [ lndependent ] Disks ) の構 
成によってディスクの最^」 V 必要台数は異なります）。 


-ディスクアレイ構成の RAID レベルの 「 RAIDO 」、「 RAID 1」、「 RAIDS 」、「 RAIDO +1」 
のうちのいずれかの RAID レベルを選択-設定すること。 

内蔵の八ードディスクドライブにシステムをインストールする場合は、「シームレスセッ 
トアップ」を使用して、 RAID の構成から 0 S のインストール、セットアップまでをするこ 
とをお勧めします。 

システムをインス!-ールしない場合も、シームレスセットアップの r オペレーティングシ 
ステムの選択」で[その他]を選択すると、ディスクアレイの構成から保守用パーティシヨ 
ンの設定と保守ユーティリテイのインス I -ールまでを自動でインストーラがセツトアツ 
プします。 


マニュアルでセットアップする場合は、ボード上のチップに搭載されている RAID コン 
フィグレーシヨンユーティリティを使用します。ユーティリティは本装置の電源を ON じ 
した直後に起動する POST の途中で起動することができます。データ転送速度や RAID 、 
アレイ構成についての詳細な説明は、ディスクアレイコント□ーラボードに添付の説明 
を参照してください。 
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ディスク増設ユニットをディスクアレイ構成にする場合 


ディスク増設ユニットは、八ードディスクドライブを最大14台取りがけることのできる専用 
のデバイスです（モデルによって搭載台数が異なる）。ディスクアレイコント□ーラボードを 
取り付けた本装置はこれらのデバイスを1台または2台接続できます。接続台数などの詳しい 
説明じついては、ディスクアレイコント□ーラおよびディスク増設ユニットに添付の説明書 
を参照してください。 

I n-O ディスク増設ユニットには、 J \- ドディスクドライブび添付されていません。別途購入して 
ください。 


ディスク増設ユニットと接続するためじは、次のいずれかのオプションケーブルが必要とな 
る場合があります。詳しくはディスク増設ユニットに添付の説明書を参照してください。 

ディスク増設 ユニッ トを接続後、ディスクアレイコント□ーラボード上のチップに搭載され 
ている RAID コンフィグレーションユーティリティを使って、ディスク増設 ユニッ トをディ 
スクアレイ構成 ( RAID 0 または RAID 1、 RAID 5、 RAID 0+1) に設定してください（ユーティリ 
ティはボードによって異なります）。設定の詳細とその方法については、ボードに添付の説 
明書を参照してください。 

ディスク増設ユニットをディスクアレイ構成に設定すると、ディスク増設ユニットに取りが 
けた八ードディスクドライブのうちのどれかが故障しても、ディスクアレイコント□ーラ 
ボードが持つ r オートリビルド」機能によって八ードディスクドライブを復旧することができ 
ます(電源が ON のまま故障したディスクを交換(ホ、ソトスワップ）してください）。 




バックアップデバイス 

本装置には、磁気テープドライブなどのバックアップファイルデバイスを取りがけるス□、ソ 
卜を1つ用意しています。 


m 


デバイスを取り付けるためには SCSI コント□—ラボード(オプション)び必要でず。た 
だし、内蔵の八ードディスクドライブをディスクアレイコント□—ラに接続している場 
合は、マザーボード上の SCSI コネクタに接続することびでをまず。 

取り付けるバックアップデバイスの終端抵抗の設定は rOFF 」 に 、 SCSI ID は他のデバ 
イスと重複しないよラに設定してください。設定方法については、それぞれの装置の説 
明書を参照してください。 

轉社で指定していないバックアップデバイスを取り付けないでください。 

本装置に取り付けることびできるデバイスは、幅約 9 cm (3 .己インチ）、高さ約 4 cm 
(1.6 インチ）までのデバイスです。 



バックアップデバイス 


取り付け 

1. 107ぺージを参照して準備をする。 

2 . 本体をラックか6引き出す （120 ページ参照)。 

3. トップカバーを取り外す （121 ぺージ参照)。 

4. 次の部品を取りかす。 

• フル八イト用 PCI ライザーカード （13 己ページ参照） 
• プ□セ、ソサダクト （126 ページ参照） 

己.ファンユニットか6ファンケーブルに 
本)を取り外す。 


巨. US 目ケーブルをマザーボードか6取り外 
す。 


USB ケーブル 
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FPC ケーブル固定用キャップを取り外し 
てから、 マザーボードと SCSI バックプ 
レーンを接続している FPC ケーブルを取 
り外す。 



FPC ケーブルを破損させないようま意 
して < ださい。 


FPC ケーブル 
固定用キャップ 



8 . 


ファンユニットのリリースタブを持ち上 
げなが6ファンユニットを本体前面か6 
見て左へスライドさせる。 



メインパワーケーブルや装置内のフ 
ラットケーブル、部品などを破損させ 
ないようま意してください。 
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10. デバイスベイを固定してるラ、ソチングタ 
ブを押しなが6装置前面にデバイスキヤ 
リアを押し化す。 



ラッチングタブに力をかけずざて、巧 
げてしまわないようにま意してくださ 
い。もし巧ばてしまった場合は元の状 
態に直してください。 


11. 本体前面か6デバイスキャリアを取り出 
す。 


12. フ□ントパネルの両側のタブを押す。 


13. フ□ントパネルを取り外す。 



取りがしたフ□ントパネルは、大切に 
保管しておいてください。 


14. デバイスをデバイスキヤリアの上に載せ 

る。 
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15. デバイスをデバイスに添付のネジで固定 
する。 

片側に2本ずつのネジで固定します。 

I チェック I 

• 必ずデバイスに添付されているネ 
ジを使用してください。 

• ネジ穴が合うようにデバイスの取 
り付け位置を調整して < ださい。 



16. デバイスの電源コネクタ(こ添付の電源延 
長ケーブルを接続する。 


17. デバイスキャリアをバックアップデバイ 
スベイ(こ差し} A む。 

完全に押し込むと r カチ、ソ」という音がし 
て□ックされます。 

押し) A む際に、接続した電源延長ケー 
ブルを嘘まないようにミ主意してくださ 
い。 
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SCSI ケーブル 


フアンユニツトの 

端を通す 


CPU ソケットの 
端を通す 


本体ち側面 


本体前面側 

□ □ 



SCSI ケーブル 


電源 ユニットの 
側面にはわせる 


18. デバイスに SCSI ケーブルと電源ケーブル 
(コネクタ P1) を接続する。 

SCSI ケーブルは本装置に添付のケーブル 
を使用してください。また、もう一方の 
コネクタ SCSI コント□ーラボードまたは 
マザーボード上の SCSI コネクタ（何も接 
続していない場合）(こ接続します。 

SCSI ケーブルの先端にがいているター 
ミネータの置き場所を確認してくださ 
し、ターミネータはデバイスベイ内に 
配置します。また、このときに SCSI 
ケーブルがデバイスキヤリアにある 
ラ、ソチングタブ(こ当たっていないこと 
も確認してください。ケーブルの破損 
をそ防するためです。 


19. 電源延長ケーブルがじゃまにな6ないよ 
うデバイスベイの奥へ押し} A む。 


電源延長ケーブル 



中に配置する 


20. SCSI ケーブルを配線する。 

SCSI ケーブルはデバイスか6本体ち側面のフレームを通して、マザーボードの SCSI コネクタま 
たはフル八イトライザーカードに搭載している SCSI コント□ーラに接続します。マザーボード上 
の電子部品に当た6ないよう配線してください。 


マザーボード上の 
SCSI コネクタに 
接続する場合 



本体背面側 


フル八イトライザー 
カードに搭載してい 
る SCSI コント□ーラ 
に接続する場合 



0000 
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21. ファンユニットを装置に置く。 

ファンユニットの底面(こは、装置底面(こ 
あるフックを引っかけるための切り欠き 
があります。切り欠きとフックを合わせ 
て装置に置いてぐださい。 



メインパワーケーブルや SCSI ケーブ 
ル、電源ケーブル、その他周辺のケー 
ブルや部品を破損させないようま意し 
て < ださい。 



22. ファンユニットを装置前面か6みてちへ 
スライドさせて固定する。 



メインパワーケーブルや SCSI ケーブ 
ル、電源ケーブル、その他周辺のケー 
ブルや部品を破損させないようま意し 
て < ださい。 

I チェック I 

ファンユニ、ソトのリリースタブが□、ソ 
クされた状態になっていることおよび 
ファンユニットのがフックで固定され 
ていることを確認してください。 



フアンユニツトの 
フレーム 
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23. FPC ケーブルを接続する。 

I チェック I 

FPC ケーブルが SCSI バックプレーン上 
とマザーボード上コネクタ(こ確実(こ接 
続できていることを確認してくださ 
い。 


24. FPC ケーブル固定用キャップを取り付け 
る。 


25. ファンケーブルに本）と US 目ケーブルを 
接続する。 

I チェック I 

US 目ケーブルはファンユニット上を通 
し、電源ユニットの側面をはわせてく 
ださい。 


FPC ケーブル 
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2 目. SCSI ケーブルをボードのコネクタに接続する。 

SCSI ケーブルが電源ユニットのぶ却ファンの通風□をふさいでいないことを確認してくださ 
い。 


マザーボード上の フル八イトライザー 

SCSI コネクタへ または 力ードに搭載している 

SCSI コント□ーラへ 


27. 取り外した部品を取り付ける。 


28. 180ぺージのに CSI 目 IOS」 を参照してセツトアップをする。 



取り外し 

取り外しは、「取りがけ」の逆を行ってください。 




















































































































BIOS のセットアップ 

Basic Input Output System ( BIOS ) の設定方まじついて説明します。 

本装置を導入したときやオプションの増設/取り外しをするときはここで説明する内容をよく理解して、正 
しく設をしてください。 


システム BIOS -SETUP- 


SETUP は本装置の基本八ードウエアの設をを行うためのユーティリティツールです。この 
ユーティリティは本装置内のフラッシュメモリに標準でインストールされているため、専用 
のユーティリティなどがな<てち実行できます。 

SETUP で設定される内容は、化荷時に本装置にとって最も標準で最適な状態に設をしてい 
ますのでほとんどの場合において SETUP を使用する必要はありませんが、この後に説明す 
るような場合など必要に応じて使用してください。 

謂"〇 • SETUP の操作は、システム管理者(アドミニストレータ）び行ってください。 

• SETUP では、パスワードを設定することができまず。 

パスワードには、 「 Administrator 」 と 「 User 」 の2つのレベルびあります。 
「 Administrator 」 レベルのパスワードで SETUP にアクセスした場台、ずべての項目の 
変更びできまず。 「 Administrator 」 のパスワードび設定されている場合、 「 User 」 レべ 
ルのパスワードでは、設定内容を変更できる項目び限5れます。 

• 0 S (オペレーティングシステム）をインス I ルする前にパスワードを設定しないでく 
ださい。 

• 本装置には、最新のバージヨンの SETUP ユーティリティびインス!ルされていま 
す。このため設定画面び本書で説明している内容と異なる場合びあります。設定項目に 
ついては、オンラインヘルプを参照ずるか、保守サービス会社に問い台わせてくださ 
い。 

• SETUP を起動した時には Exit メニューまたはく Esc >、 く F 1 0>キーで必ず終了してく 
ださい。 SETUP を起動した状態でパワーオフ、リセットを行った場合には SETUP の 
設定び正しく更新されないことびあります。 


起動 

本装置の電源を ON にするとディスプレイ装置の画面に POST (Power On Self - Test ) の実行 
内容が表示されます。 「 NEC 」 □ゴが表示された場合は、く Esc > 羊一を押してください。 

しばらくすると、次のメッセージが画面左下に表示されます。 


Press <F2> to enter SETUP 


ここでく F 2> キーを押すと、 SETUP が起動して Main メニュー画面を表示します。 
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JU 前に SETUP を起動してパスワードを設定している場合は、パスワードを入力する画面が 
表示されます。パスワードを入力してください。 


Enter password:[ ] 


パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも誤ったパスワードを入力すると、本装置は 
動作を停止します（これより先の操作を行えません)。電源を OFF にしてください。 

■I ： パスワードには、 「 Administrator 」 と 「 User 」 の2種類のパスワードがあります。 

「 Administrator 」 では、 SETUP でのすベての設定:の状態を確認したり、それらを変更したり 
することができます。 「 User 」 では、確認できる設をや、変更できる設をに制限があります。 


キーと画面の説明 

车ーボード上の次の车一を使って SETUP を操作します（羊一の機能については、画面にも表 
示されています）。 


現在表示しているメニューを示す 



オンラインヘルプ 
ウインドウ 


• キーの 機能説明 


* 自動的にコンフィグレーションされたものやネ矣化さ 
れたもの、情報の表示のみやパスワードの設定によ 
り変更が許可されていない項目はグレーアウトされ 
た表示になります。 


力ーソルキー、 i) 

カーソル丰一（卜、一) 
<一>丰一/<十> 丰一 

<Enter> キー 
<Esc> キー 
<F9> キー 

<F10>+- 


画面に表示されている項目を選択します。文字の表示が反転している項目が現在選択さ 
れています。 

Main や Advanced、Security、Server、Boot、Exit などのメニューを選択します。 
選択している項目の値(パラメータ）を変更します。サブメニュー（項目の前に「►」がつ 
いているもの）を選択している場合、このキーは無効です。 

選択したパラメータのず定を行うときに押します。 

ひとつ前の画面に戻ります。また値を保有せずに SETUP を終了します。 

現在表示している項目のパラメータをデフォルトのパラメータに戻します（出荷時の設定 
と異なる場合があります）。 

SETUP の設定内容を保存し、 SETUP を終了します。 












設定例 


次にソフトウエアと連係した機能や、システムとして運用するときに必要となる機能の設 
を例を示します。 


日付-時刻関連 


「 Main 」 一 「System I ' ime」、「System Date 」 


tefgp ぶ这过閣お通 


「 ESMPRO 」 び持つ温度監視機能と連携させる 

「 Server 」 一 「Temperature Sensor 」 イ Enabled 」 

忙 SMPRO / ServerMana 呂 er 」 を使ってネットワーク経由で本装置の電源を制御する 

「 Advanced 」 一 「Advanced Chipset Control 」 一 「Wake On Lan/PME PCI - XB 」 一 
「 Enabled 」 


UPS 関連 


UPS と電源連動させる 

- UPS から電源が供給されたら常に電源を ON させる 
「 Server 」 一 rAC - Link 」 一 「Power On 」 

- POWER スイ、ソチを使って OFF にしたときは、 UPS から電源が供給されても電源を OFF 
のままにする 

「 Server 」 一 「 AC - Link 」 イ Last State 」 

- UPS から電源が供給されても電源を OFF のままにする 
「 Server 」 一「 AC - Link 」 一 「 Stay 饼 f 」 


起動関連 


本装置に接続している起動デバイスの順番を変える 

「巨〇〇り^起動順唐を設をする 

POST の実行内容を表示する 

「 Advanced 」 一 「 Boot-Time Diagnostic screen 」 一 「 Enabled 」 

「 NEC 」 □ゴの表示中にく Es にキーを押しても表示させることができます。 


リモートウェイクアツプ機能を利用する 


モデムから： 


LAN から： 


PCI デバイスから： 


RTC のアラームから： 


「 Advanced 」 一 「Advanced Chipset Control 」 一 「Wake on Ring 」 
一 「 Enabled 」 

「 Advanced 」 一 「Advanced Chipset Control 」 一 「Wake on LAN / 
PME PCI - X 目」一 「 Enabled 」 

「 Advanced 」 ィ Advanced Chipset Control 」 ィ Wake on PME 
PCI - XC 」• rWake on LAN/PME PCI - X 目」一 「 Enabled 」 
「 Advanced 」 一 「Advanced Chipset Control 」 一 「Wake on RTC 
Alarm 」 一 「 Enabled 」 


八—ドウ H ア編 


155 











HW コンソールか5制御する 

["Server」 一 「Console Redirection」 一それぞれの設定:をする 


メモリ関連 


メモリ縮退機能 

「Advanced」 一 「Memory Configuration」 一 「Extended Memory Test」 一 「Every-Location」 


搭載しているメモリ （ DIMM ) の状態を確認する 

rAdvancedJ-^fMemory Configuration」 一 「Bank #ri」 一表示を確認する （n : 1〜 3) 

画面に表示されている DIMM グループ旧 ank) とマザーボード上のソケットの位置は下図のよ 
うに対応しています。 



メモリ （ DIMM ) のエラー情報をクリアする 

「 Advanced」 一 「Memory Configuration」 一 「Memory Retest」 一 「Enabled」 一再起動すると 
クリアされる 




































































CPU 関連 


搭載している CPU の状態を確認する 

「 Main 」 一 「processor Settings 」 一表示を確1 忍する 

画面に表示されている CPU 番号とマザーボード上のソケットの位置は前ページの図のように 
対応しています。 

CPU のエラー情報をクリアする 

「 Main 」 一 「processor Settings 」 一 「Processor Retest 」 一 「 Enabled 」 一再起動すると 
クリアされる 


キーボー ド関連 


Numlock を設定する 

「 Advanced 」 一 「 Numlock 」 


セキュリティ関連 


BIOS レベルでのパスワードを設定する 

[" Security 」 一 ！" Set Administrative Password 」 ーパスワードを入力する 

管理者パスワード ( Administrator ） 、 ユーザーパスワード （ User ） の順に設定します。 

POWER スイッチマスク機能を有効/無効にする 

「 Security 」 一 「Power Switch Inhibit 」 一 「 Enabled 」 （有効） 

[" Security 」 一 「Power Switch Inhibit 」 一 「 Disabled 」 （無効） 

I n-O POWER スイッチをマスクずると POWER スイッチによる ON / OFF 操作に加え、「強制電源 
I 居軍司 OFF 」 も機能しなくなります。 

セキュアモードを設定する 

[" Security 」 一 ！" Set User Password 」 ーパスワードを入力する 
「 Security 」 一 「 Secure Mode 」 一それぞれを設定:する 


外付けデバイス関連 


I / O ポートに対する設定をする 

「 Advanced 」 一 「Peripheral Configuration 」 一それぞれの I / O ポートに対して設定:をする 
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内蔵デバイス関連 


本装置内蔵の PCI デバイスに対する設定をする 

「 Advanced 」 一 「PCI Configuration 」 一それぞれのデバイスに対して設定:をする 

ディスクアレイコント□ーラボードを取り付ける 

「 Advanced 」 一 「PCI Configuration 」 一 「PCI Slot nx ROM 」 一 「 Enabled 」 

n : ス□、ソト番号 

X: C 一□ープ□ファイルタイプのライザーカード側 

X: 目->フルレングス/フル八イトタイプのライザーカード側 

八ードウエアの構成情報をクリアする（内蔵デバイスの取り付け/取り外しの後) 

「 Advanced 」 一 「Reset Config Data 」 一 「 Yes 」 


設定内容のセーブ関連 


BIOS の設定内容を保存する 

「 Exit 」 一 「Exit Saving Changes 」 

変更した BIOS の設定を破棄する 

「 Exit 」 一 「Exit Discarding Changes 」 また(ま 「Discard Changes 」 


BIOS の設定をデフォルトの設定に戻す(出荷時の設定とは異なる場合びあります) 

「 Exit 」 イ Load Setup Defaults 」 

現在の設定をユーザー定義の設定として保存する 

「 Exit 」 一 「Save Custom Defaults 」 

ユーザー定義の設定を□ー ドする 

「 Exit 」 一 「Load Custom Deraults 」 
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パラメータと説明 

SETUP には大きく 6種類のメニューがあります。 

♦ Main メニュー 

• Advanced メニュー 

♦ Security メニュー 

• Server メニュー 
♦ 目0 ot メニュー 
参 Exit メニュー 

このメニューの中からサブメニューを選択することじよって、さらに詳細な機能の設ちがで 
きます。次に画面に表示されるメニュー別に設をできる機能やパラメータ、化荷時の設をを 
説明をします。 

Main 

SETUP を起動すると、まずはじめに Main メニューが表示されます。項目の前に「►」がつい 
ているメニューは、選択して<[が6「>车一を押すとサブメニューが表示されます。 


BIOS Setup Utility 


System Time: 

[1 肤 45:51] 



System Date: 

[Wed 10/19/2001] 



Floppy A: 

[1.44/1.25/1.2MB 3I/ 2 "] 



Hard Disk Pre-Delay: 

[Disabled] 



►Primary IDE Master: 

[SAMSUNG CD-ROM SN-12] 



►Primary IDE 別 ave: 

[Not Installed] 



►Secondary IDE Master: 




►Processor Settings 




Language 

[English(US)] 

+/- 

Cycle Time Value 



Enter 

Select Time Field 



< - > 

Select Menu 



下丄 

Select Item 



F9 

Setup Defaults 



FIO 

Save and Exit 



ESC 

Exit 


Main メニューの画面上で設定できる項目とその機能を示します。 
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項目 

パラメータ 

説 明 

System Time 

HH : MM:SS 

時刻の設定をします。 

System Date 

MM / DD/YYYY 

日付の設定をします。 

Floppy A 

Not Installed 
[1.44.1.2 日 MB / 

1.2 MB 31 / 2 "] 
2.88 MB 31 / 2 " 

フ□、ソピーディスクドライブ A (標準装備の 
設定をします。 

Hard Disk Pre-Delay 

[ Disabled ] 

3 seconds 

6 seconds 

9 seconds 

12 seconds 

15 seconds 

21 seconds 

30 seconds 

POST 中に初めて IDE デバイスへアクセスす 
る時に設定された時間だけ待ち合わせを行い 
ます。 

Primary IDE Master / 

Primary IDE Slave / 
Secondary IDE Master 


それぞれのチャネルに接続されているデバイ 
スの情報をサブメニューで表示します。 

一部設定を変更できる項目がありますが、 

化荷時の設定のままにしておいて<ださい。 

Processor Settings 

— 

プ□セ、ソサに PU ) に関する情報や設定をする 

Language 

[ English ( US )] 

Espanol ( SP ) 

Deutsch ( DE ) 

I ね liano り T ) 
Francais ( FR ) 

SETUP で表示する言語を選択します。 


[]: 化荷時の設定 


M-O BIOS のパラメータで時刻や日付の設定び正しく設定されているか必ず確認してください。 
次の条件に当てはまる場合は、運用の前にシステム時計の確認-調整をしてください。 

• 装置の輸送後 

• 装置の保管後 

• 装置の動作を保証ずる環境条件(温度： 1 〇で〜 3 己で-湿度： 200 /〇〜 800 /〇)か 5 がれた 
条件下で休止が態にした後 

システム時計は毎月1回程度の割合で確認してください。また、高い時刻の精度を要ホする 
ようなシステムに組み込む場台は、タイムサーバ (NTP サーバ)などを利用して運用ずるこ 
とをお勧めします。 

システム時計を調整しても時間の経過と共に著しい遅れや進みび生じる場 S ホ、お買い求め 
の販売店、または保守サービス会社に保守を依頼してください。 
















Proc 白 ssor Settings 

Main メニューで 「Processor Settings 」 を選択すると、 U 下の画面が表示されます。 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Processor POST Speed 
Setting 

— 

POST 時に測定されたプ□セ、ソサのク□ック 
スピードを表示します（表示のみ）。 

Processor Retest 

[ Disabled ] 

Enabled 

プ□セ、ソサの エラー 情報をクリアし、次◎起 
動時にすべてのプ□セ、ソサに対してテストを 
行います。このオプションは次回起動時に自 
動的(こ 「 Disabled 」 に切り替わります。 

Hyper-Threading ( TM ) 

Disabled 

[ Enabled ] 

プ□セ、ソサの Hyper-Threading 

Technology ™ の有効/無効を設定します。 

Processor 1 CPU ID 

数値 ( OFxx ) 
Disabled 

N 饥 Installed 

数値の場合はプ□セ、ソサ1の ID を示します。 
「 Disabled 」 はプ□セ、ソサの故障 、 「Not 
Installed 」 は取り付け6れていないことを示 
します（表示のみ）。 

Processor 1 L 2 Cache 

— 

プ□セ、ソサ1のキャッシュサイズを表示しま 
す(表示のみ）。 

Processor 2 CPU ID 

数値 ( OFxx ) 
Disabled 

N 饥 Installed 

数値の場合はプ□セ、ソサ2の ID を示します。 
「 Disabled 」 はプ□セ、ソサの故障 、 「Not 

Ins ね lied 」 は取り付け6れていないことを示 
します（表示のみ）。 

Processor 2 L 2 Cache 

— 

プ□セ、ソサ2のキャッシュサイズを表示しま 
す。 


[]： 出荷時の設定 
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Advanced 


力ーソルを 「 Advanced 」 の位置に移動させると、 Advanced メニューが表示されます。 

項目の前に「►」がついているメニューは、選択して < Ente 「> 羊一を押すとサブメニューが表 
示されます。 



BIOS Setup Utility 




Setup Warning 

Setting items on this screen to incorrect values 
may cause your system to malfunction! 

Additional setup menus 
to configure PCI 
devices. 

►PCI Configuration 
►Peripheral Configuration 
►Memory Configuration 
►Advanced Chipset Control 

Boot-time Diagnostic Screen: [Disabled] 

Reset Config Data: [No] 

Numlock: [Off] 

< - > Select Menu 


t i Select Item 


F9 Setup Defaults 


FIO Save and Exit 

ESC Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Boot-time Diagnostic 

Screen 

[ Disabled ] 

Enabled 

「 Enabled 」 (こ設定すると、 POST の内容を 
画面に表示します。 「 Disabled 」 に設定すると 
NEC □ゴで POST の表示を隠します。 
Console Redirection 中は 「 Disabled 」 に設定 
できません。 

Reset Config Data 

[ No ] 

Yes 

Configuration Da ね ( POST で記憶している 
システム情報）をクリアするときは 「 Yes 」 (こ 
設定します。装置の起動後にこのパラメータ 
は 「 No 」 に切り替わります。 

Numlock 

[ Off ] 

On 

システム起動時に Numlock の有効/無効を設 
定します。 


[]： 出荷時の設定 


— "〇 Reset Config Data を 「Yes」 に設定ずると、起動デバイスの情報もクリアされます。 

Reset Config Data を 「Yes」 に設定ずる前に、必ず設定されている起動デバイスの順番 
を記録し、 Exit Savin 呂 Chan 呂 es で再起動後、 BIOS セットアップメニューを起動して、 
起動デバイスの順番を設定し直してください。 

















PCI Configuration 

Advanced メニューで 「PCI Configuration 」 を選択すると、 W 下の画面が表示されます。項 
目の前に「►」がついているメニューは、選択して < Ente 「>+ —を押すとサブメニューが表示 
されます。 


BIOS Setup Utility 


PCI Configuration 




►Onboard NIC 1 

►Onboard NIC 2 

►Onboard SC 対 

►Onboard Video 




PCI SLOT IB ROM 

阳 nabled] 



PCI SLOT 2B ROM: 

[Enabled] 



PCI SLOT 3B ROM 

阳 nabled] 



PCI SLOT 1C ROM: 

[Enabled] 



PCI SLOT 2C ROM 

阳 nabled] 

< - > 

Select Menu 

PCI SLOT 3C ROM: 

[Enabled] 

下丄 

Select Item 



Tab 

Enter 

Select Item 

’ Select Sub-Menu 



F9 

FIO 

Setup Defaults 

Save and Exit 



ESC 

Exit 


項目 

パラメータ 

説 明 

PCI SI 饥 nB ROM * 

( n はス□、ソト番号） 

[ Enabled ] 

Disabled 

フル八イトタイプのライザーカードに接続 
している PCI ボード上のオプション ROM の展 
開を有効(こするか無効にするかを設定しま 
す。 

PCI Slot nC ROM * 

( n はス□、ソト番号） 

[ Enabled ] 

Disable ! 

□ープ□ファイルタイプのライザーカード 
に接続している PCI ボード上のオプション 
ROM の展開を有効にするか無効にするかを 
設定します。 


[]： 化荷時の設定 


* ネットワークブートをさせない LAN ボードのオプション ROM は 「 Disabled 」 (こ設定してください。 

取り付けたディスクアレイコント□ー ラボードに 0 S がインストールされている八ードディスクドラ 
イブを接続する際にはそのス□、ソトを 「 Enabled 」 に設定してください。 
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Onboard MC 1 /Onboard N に 2 ヴブメニュー 


項目 

パラメータ 

説 明 

Onboard N に 

[ Enabled ] 

Disabled 

オンボード上の LAN コント□ーラの有効/無 
効を設定します。 

Onboard N に1 ROM 

[ Enabled ] 

Disabled 

オンボード上の LAN コント□ーラの BIOS の 
展開の有効/無効を設定します。 

Onboard N に2 ROM 

[ Enabled ] 

Disabled 

オンボード上の LAN コント□ーラ2の目10 S 
の展開の有効/無効を設定します。 


[]： 化荷時の設定 


Onboard SCSI ヴブメニュー 


項目 

パラメータ 

説 明 

Onboard SCSI 

[ Enabled ] 

Disabled 

オンボード上の SCSI コント□ーラの有効/無 
効を設定します。 

Onboard SCSI ROM 

[ Enabled ] 

Disabled 

オンボード上の SCSI コント□ーラの BIOS の 
展開の有効/無効を設定します。 


[]： 化荷時の設定 


Onboard Video ヴブメニュー 


項目 

パラメータ 

説 明 

Onboard Video 

[ Enabled ] 

Disabled 

オンボード上のビデオコント□—ラの有効/ 
無効を設定します。 


]： 化荷時の設定 


















Peripheral Configuration 

Advanced メニューで 「Peripheral Configuration 」 を選択すると]: > (下の画面が表示されます。 



項目については次の表を参照してください。 


n-O 割り込みやべース I / O アドレスが他と重複しないように注意してください。設定した値び他 
のリソースで使用されている場台は黄色の r * 」び表示されます。黄色の r * 」び表示されて 
し、る項目は設定し直してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Serial Port 1 (DB-9) Address 

Disabled 

[3F8] 

2F8 

3E8 

2E8 

シリアルポート 1 のためのベース I/O アドレス 
を設定します。 

Serial Port 1(DB-9) IRQ 

[4] 

3 

シリアルポート1のための割り込みを設定し 
ます。 

Serial Port 2 (RJ45) Address 

Disabled 

3F8 
に F8] 

3E8 

2E8 

シリアルポート2のためのベース I/O アドレス 
を設定します。 

Serial Port 2(R」4 己） IRQ 

4 

に〕 

シリアルポート2のための割り込みを設定し 
ます。 

Legacy USB Support 

Disabled 

Keyboard Only 
[Auto] 

Keyboard and Mouse 

US 目を正式にサポートしていない 0S でも 

US 目キーボードやマウスが使用できるように 
するかどうかを設定します。 

「Disabled」 (こ設定した場合は、 POST、 
SETUP で US 目キーボードは使用できます 
が、 0S 起動後は 0S によっては使用できませ 
ん。 

PS/2 Mouse Support 

Disabled 

[Enabled] 

マウスの有効/無効を設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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Memory Configuration 

Advanced メニューで rMemory Configuration」 を選択すると、下の画面が表示されます。 


BIOS Setup Utility 




項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Extended Memory Test 

1 MB 

1 KB 

Every-Location 

[ Disabled ] 

r 1 M 目」は 1 M 単位(こメモリテストを行いま 
す。 「1 KB 」 は 1 K 単位(こメモリテストを巧い 
ます。 「 Every - Location 」 はすべてのメモリ 
メモリテスト中はスペースキーのみ有効にな 
り、<巧>、 < F 4>、< F 12>、< Esc > キーは 
無視されます。 

DIMM 目 ank #1-#3 

Installed 

Disabled 

Not Installed 

メモリの現在の状態を表示します。 

「 Normal 」 はメモリが正常であることを示し 
ます。 「 Disabled 」 は故障していることを、 

[Not Ins ね lied 」 はメモリが取り付け6れてい 
ないことを示します（表示のみ）。 

目 ank #1は DIMM ソケットの# 1 A 、 #1目を、 

目 ank #2 は# 2 A 、 #2目、 Bank #3 は# 3 A 、 

#3目に搭載されている DIMM の状態を表しま 
す（本装置(こ搭載される DIMM はインター 
リーブタイプのため2枚で1組として構成さ 
れています）。 

Memory Retest 

[ Disabled ] 

Enabled 

メモリの エラー 情報をクリアし、次回起動時 
にすベての DIMM に対してテストを巧いま 
す。このオプションは次回起動後に自動的に 
「 Disabled 」 (こ切り替わります。 


]： 出荷時の設定 















Advanced Chipset Control 

Advanced メニューで 「Advanced Chipset Control」 を選択すると、じ(下の画面が表示され 
ます。 


BIOS Setup Utility 

Advanced 


Advanced Chipset uontroU 


Legacy Wake only 
Determines the action 

Wake On Ring: 

[Disabled] 

of the system when the 

Wake On LAN: 

[Disabled] 

system power is off 

Wake On PME: 

[Disabled] 

and the modem is 

Wake On RTC Alarm: 

[Disabled] 

ringing. 



< — > 

Select Menu 



下丄 

Select Item 



Enter 

Select Sub-Menu 



F9 

FIO 

Setup Defaults 

Save and Exit 



ESC 

Exit 


項目じついては次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Wake On Ring 

[ Disabled ] 

Enabled 

シリアルポート（モデム）を介したリモートパ 
つー オン機能の有効/無効を設定します。 

Wake On LAN/PME PCI-XB 

[ Disabled ] 

Enabled 

標準装備のネットワークまたはフル八イト 

PCI ライザーカード(こ接続された PCI デバイ 
ス (PCI Power Management Enabled するイ 
ンベント ）( こよるリモートパワーオン機能の 
有効/無効を設定します。 

Wake On PME PCI-XC 

[ Disabled ] 

Enabled 

□ープ□ファイル PCI ライザーカードに接続 
された P C 1デバイス （P C 1 Power 
Management Enabled するインベント ）( こよ 
るリモートパワーオン機能の有効/無効を設 
定します。 

Wake On RTC Alarm 

[ Disabled ] 

Enabled 

リアルタイムク □、ソ クのアラーム機能を使っ 
たリモートパワーオン機能の有効/無効を設 
定します。 


[]： 出荷時の設定 
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Security 

力ーソルを rSecurity」 の位置に移動させると、 Security メニューが表示されます。 


User Password を登録 
しているときのみ選択 
できる。 


BIOS Setup Utility 
Security 



Set Administrator Password もしくは Set User Password のどちらかで <Ente「> 羊一を押 
すと]: i 下のような画面が表示されます(画面は rSet Administrator Password」 を選択したと 
きの画面です）。 

ここでパスワードの設定を行います。パスワードは7文字じ(内の英数字でキーボードから直 
接入力します。 


BIOS Setup Utility 
Security 



User Password Is: [Installed] 

Administrator Password Is: [Installed] 

►Set Admin Password 
►Set User Password 

Password On Boot: [Disabled] 

Fixed Disk Boot Sector: [None] 

Administrator Password 

controles access to the 
setup utility. 

Scure Mode Timer: 


Security Hot Key CTl Enter Password: | | 

Secure Mode Boot: 

Video Blanking: [Disabled] 

Power Switch Inhibit: [Disabled] 

Diskette Write Protect: [Disabled] 

< - > Select Menu 

て丄 Select Item 

Enter Select Sub-Menu 

F9 Setup Defaults 

FIO Save and Exit 

ESC Exit 
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H-O • 「User Password 」 は 、 「Administrator Password 」 を設定していないと設定でき 
ません。 

• os のインス I ル前にパスワードを設定しないでください。 

• パスワードを忘れてしまった場合は、お買い求めの販売店または保守ヴービス会社にお 
問い合わせください。 


を項目じついては次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

User Password Is 

Installed 

Not Installed 

ユーザーパスワードが設定されているかどう 
かを示します(表示のみ)。 

Administrator Password Is 

Installed 

Not Installed 

アドミニストレータパスワードが設定されて 
いるかどうかを示します（表示のみ）。 

Set Admin Password 

7 文字までの英数字 

< Enter > キーを押すとスーパーバイザのパス 
ワード入力画面になります。このパスワード 
ですベての SETUP メニュー(こアクセスでき 
ます。この設定は、 SETUP を起動したとき 
のパスワードの入力で 「 Administrator 」 で □ 
グインしたときのみ設定できます。 

Set User Password 

7 文字までの英数字 

< Enter > キーを押すとスーパーバイザのパス 
ワード人力画面になります。このパスワード 
ですベての SETUP メニューにアクセスでき 
ます。この設定は、 SETUP を起動したとき 
のパスワードの人力で 「 Supervisor 」 で□グイ 
ンしたときのみ設定できます。 

Password On Boot 

[ Disabled ] 

Enabled 

起動時にパスワードの入力を巧う/行わな 
いの設定をします。先にスーパバイザのパス 
ワードを設定する必要があります。もし、 
スーパーバイザのパスワードが設定されてい 
て、このオプションが無効の場合は BIOS は 
ユーザーが起動していると判断します。 

Fixed Disk Boot Sector 

[ None ] 

Write Protect 

IDEA - ドディスクドライブ(こ対する書き込 
みを防ぎます。本装置では IDE 八ードディス 
クドライブをサポートしていません。 

Secure Mode Timer 

[1 minute ] 

2 minutes 

5 minutes 

10 minutes 

20 minutes 

60 minutes 

120 minutes 

キーボードやマウスか6の入力が途絶えて 
か 6 Secure Mode (こ入るまでの時間を設定 
します。 「 Disabled 」 の時は Secure Mode に 
なりません。 

Security Hot Key CTRL - 

[ L ] 

Z 

Secure Mode を起動させるキーを設定しま 
す。 < Ctrl > キーと < AI ゎキーを押しなが6設 
定したキーを押すと Secure Mode が起動し 
ます。 


<タページへ続く> 
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項目 

パラメータ 

説 明 

Secure Mode Boot 

[ Disabled ] 

Enabled 

システムの起動時(こ Secure Mode で起動さ 
せるかどうかを設定します。ユーザーパス 
ワードを設定すると設定できます。 

Video Blanking 

[ Disabled ] 

Enabled 

Secure Mode (こ入った時(こモニタを切るか 
どうか設定できます。 

Power Switch Inhibit 

[ Disabled ] 

Enabled 

POWER スイ、ソチの機能の有効/無効を設定 
します。 「 Enabled 」 に設定すると、 0 S の起 
動後は POWER スイ、ソチで電源を OFF できな 
くなります。離制シャットダウン （POWER 
スイッチを4秒] U 上押して強制的にシャット 
ダウンさせる機能）も含む。） 

Diskette Write Protect 

[ Disabled ] 

Enabled 

Secure Mode の間、フ□、ソピーディスクド 
ライブにセットしたフ□、ソピーディスクへの 
書き 3 A みを許可するか禁止するかを設定しま 
す。 


[]: 化荷時の設定 


Server 

カーソルを rServer 」 の位置に移動させると、 Server メニューが表示されます。 



Server メニューで設定できる項目とその機能を示します 。 「System Management 」 と 
[Console Redirection」、[Event Log Configuration 」 は選択後、 < Ente 「> キーを押してサ 
ブメニューを表示させてから設定します。 
















を項目じついては次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Assert NMI on PERR 

[ Disabled ] 

Enabled 

PCI PERR のサポートを設定します。 

Assert NMI on SERR 

Disabled 

[ Enabled ] 

PCI SERR のサポートを設定します。 

FRB -2 Policy 

[Disable BSP ] 

Do not Disable BSP 
Retry 3 Times 
Disable FRB 2 Timer 

「 Disable 目 SP 」 に設定してください。 

BMC IRQ 

Disabled 

IRQ 5 
[IRQ 11] 

目 MC 割り込みの IRQ を設定します。 

AC-Link 

Stays Off 
[Last State ] 

Power On 

AC - リンク機能を設定します。 AC 電源が再度 
供給されたときのシステムの電源の状態を 
設定します(次ページの表を参照)。無停電電 
源装置 ( UPS ) を利用し自動運転を行う場合は 
「 AC - Link 」 の設定を 「Power On 」 にしてくだ 
さぃ。 

Temperature Sensor 

[ Disabled ] 

Enabled 

温度センサ監視機能の有効/無効を設定しま 
す。有効に設定すると、温度の異常をお化した 
場合に POST の終わりでいったん停止します。 

Post Error Pause 

Disabled 

[ Enabled ] 

POST の実行中にエラーが発生した際に、 
POST の終わりで POST をいったん停止する 
かどうかを設定します。ただしキーボードが 
接続されていない場合には本設定は無効にな 
り、エラーが発生しても POST の終わりで 
いったん停止はしません。 

Platform Event Filtering 

Disabled 

[ Enabled ] 

ベースボードマネージメントコント□ーラ 
( BMC ) の通報機能が有効に設定されている 
場合、その機能を無効(こします。無効(こ設定 
されている場合は、意巧を持ちません。 

Boot Monitoring 

[ Disabled ] 

5 minutes 

10 minutes 

15 minutes 

20 minutes 

25 minutes 

30 minutes 

35 minutes 

40 minutes 

45 minutes 

50 minutes 

55 minutes 

60 minutes 

起動時の起動監視の機能の有効/無効と夕 
ィマ設定時間を設定します。 

この機能を使用する場合は、 ESMPRO / 
ServerAgent をインストールしてください。 
ESMPRO / ServerAgent をインストールして 
いない OS か6起動する場合じは、この機能 
を無効(こしてください。 

ARCServe で Disaster Recovery Option を 
使用の場合は、 「 Disabled 」 にしてください。 


[]: 出荷時の設定 
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項目 

パラメータ 

説 明 

Boot Monitoring Policy 

[Retry 3 times ] 
Retry Service Boot 
Always Reset 

起動監視時(こタイムアウトが発生した場合 
の処理を設定します。 

[Retry 3 times ] (こ設定するとタイムアウト 
発生後(こシステムをリセットし、 0 S 起動を3 
回までリトライします。3回目(こ起動を失敗 
すると、サービスパーティション*か6起動 
を試みます。 [Retry Service Boot ] (こ設定す 
るとタイムアウト発生後にシステムをリセ、ソ 
卜し、 0 S 起動を3回までリトライします。そ 
の後、サービスパーティション*か6の起動 
を3回試み、3回とも失敗した場合は、起動 
を停止します。 [Always Reset ] に設定する 
とタイムアウト発生後にシステムをリセット 
し、 0 S 起動のリトライを繰り返します。 

* システム(こサービスパーティションがを在 
しない場合は、システムパーティションか 
60 S 起動を無限に試みます。 


[]: 出荷時の設定 


「 AC - Link 」 の設をと本装置の AC 電源が OFF になってから再度電源が供給されたときの動作を 
次の表に示します。 


AC 電源 OFF の前の状態 

設定 

stay Off 

Last State 

Power On 

動作中 

Off 

On 

On 

停止中の C 電源も Off のとき） 

Off 

Off 

On 

強制シャツトダウン* 

Off 

Off 

On 


* POWER スイ、ソチを4秒]:>(上押し続ける操作です。強制的に電源を OFF にします。 

I M-O 無停電電源装置 ( UPS ) を利用し自動運乾を巧う場合は 「 AC - Link 」 の設定を 「Power On 」 に 
P 重 してぐださい。 

















System Mana 呂 ement サブメニユ ー 

Server メニューで 「System Management 」 を選択し、く Enter 〉 羊一を押すと、 U 下の画面が 
表示されます。 

項目については次の表を参照してください。 



項目 

パラメータ 

説 明 

Board Part Number 

— 

マザーボードの部品番号を表示します(表示 
のみ）。 

Board Serial Number 

— 

マザーボードのシリアル番号を表示します 
(表示のみ）。 

System Part Number 

- 

本体のコードを表示します(表示のみ)。 

System Serial Number 

— 

本体のシリアル番号を表示します（表示の 
み)。 

Chassis Part Number 

— 

シャーシの部品番号を表示します（表示の 
み)。 

Chassis Serial Number 

— 

シャーシのシリアル番号を表示します（表示 
のみ）。 

BIOS Version 

- 

目の S のバージョンを表示します(表示のみ)。 

BMC Device ID 

— 

BMC(Baseboard Management Controller ) 

のデバイス ID を表示します（表示のみ）。 

BMC Firmware Revision 

— 

BMC(Baseboard Management Controller ) 

のレビジョンを表示します（表示のみ）。 

BMC Device Revision 

— 

目 MC デバイスのレビジョンを表示します康 
示のみ）。 

PIA Revision 

— 

PIA(Platform Information Area ) のレビジョ 
ンを表示します（表示のみ）。 

SDR Revision 

— 

SDR(Sensor Data Record ) のレビジョンを 
表示します(表示のみ)。 

HSBP Revision 

— 

HS 目 P ( Hot-Swap Backplane ) ボードのレビ 
ジョンを表示します（表示のみ）。 


[]： 出荷時の設定 
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Console Redirection ヴブメニュー 


Server メニューで 「Console Redirection 」 を選択し、 < Ente 「> 羊一を押すと、下の画面が 
表示されます。 


項目については次の表を参照してください。 



項目 

パラメータ 

説 明 

BIOS Redirection Port 

[ Disabled ] 

Serial Port 1( DB -9) 
Serial Port 2( RJ 45) 

このメニューで設定したシリアルポートか 6 
MWA や八イパーターミナルを使った管理端 
ホか6のダイレクト接続を有効(こするか無効 
じするかを設定します。 

ACPI Redirection Port 

[ Disabled ] 

Serial Port 1( DB -9) 
Serial Port 2( RJ 45) 

OS 動作中に ACPI コンソールを接続するシリ 
アルポートを設定します。 

Baud Rate 

9600 

[19.2 k ] 

57.6 k 

115.2 k 

接続する HW コンソールとのインタフェース 
に使用するボーレートを設定します。 

Flow Control 

No flow control 
に TS / RTS ] 
XON/XOFF 
CTS / RTS+CD 

フ□一制御の方法を設定します。 

Terminal Type 

[ VT 100+] 

VT - UTF 8 

PC ANSI 

HW コンソールタイプを選択します。 


]： 出荷時の設定 















Event Log Confi 呂 uration ヴブメニュー 


Server メニューで 「Event Log Configuration 」 を選択し < Ente 「> 羊一を押すと、システムの 
イベント□グに関する設ををする画面が表示されます。 

項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Clear All Event Logs 

[ No ] 

Yes 

システムの再起動後に DMI イベント□グを 
クリアします。 


]： 化荷時の設定 


Boot 

力ーソルを 「 Boot 」 の位置に移動させると、起動順位を設をする巨 oot メニューが表示されま 
す。 Boot メニューのそれぞれの項目を選択後、く Ente 「> 羊一を押してサブメニューを表示さ 
せてから設定します。 

BIOS Setup Utility 


げ〇 ot Devie Priority 
^Hard disk Drives 
►Removable Devices 
►ATAPI CD-ROM Drives 


Disabled, displays 
normal POST messages. 
Enabled, displays OEM 
Logo instead of POST 
messages. 

Enabling this option 
disables Serial 
Redirection. 


< - > Select Menu 

t i Select Item 
Enter Select Sub-Menu 
Setup Defaults 
Save and Exit 
ESC Exit 


F9 

FIO 
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Boot Device Priority ヴブメニュー 


起動順位を設定します。システムは起動時じこのサブメニューで設をした優先順位に従って 
デバイスをサーチし、起動ソフトウエアを見つけるとそのソフトウエアで起動します。 

<t >キー/く1 >车一でデバイスを選択し、く十>キー/<一>キーで起動の優先順位を変更でき 


ます。 

n-O • EXPRESSBUILDER を起動ずる場合は 、 「ATAPI CD-ROM Drive 」 を「1 st Boot 
E 重穿 Device 」 に 、 「Removable Devices 」 をに nd Boot Device 」 に設定してください。 

• NIC ! と NIC 2 を同ーネットワーク環境に接続した状態で PXE ブートを行うと 
Slot 0339か 5 PXE ブートを行ラため、 Slot 0339 の起動順位を Slot 0338 より上 
位に設定してください 

• ディスクの取り付け/取りがしを行い、ディスク構成び変わった場台には 、 Boot 
Device Priority の設定は工場出荷時の設定に戻ります。再度設定をしてください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

1 st Boot Device 

ATARI CD-ROM 

CD - ROM ドライブか 6 の起動を試みます。 

2 nd Boot Device 

Removable Devices 

リムーバブルメディアデバイスか6の起動を 
試みます。 

3 rd Boot Device 

Hard Drive 

八ードディスクドライブか6の起動を試みま 
す。 

4 th Boot Device 

IBA 1.1.0 日 Slot 0339 

LAN ポート1のネットワーク上のデバイスか 

6の起動を試みます （ PXE ブート）。 

5 th Boot Device 

IBA 1.1.0 日 Slot 0338 

LAN ポート2のネットワーク上のデバイスか 

6の起動を試みます ( PXE ブート）。 


[]: 出荷時の設定 


Hard Disk Drives ヴブメニユー 

接続されている八ードディスクドライブ内での起動順位を設定します。システムは起動時に 
このサブメニューで設定した優先順位に従って八ードディスクドライブをサーチし、起動ソ 
フトウエアを見つけるとそのソフトウエアで起動します。 

< t >+-/< 1 >キーでデバイスを選択し、く十>羊一/<一>キーで起動の優先順位を変更でき 
ます。 


項目 

説 明 

1 .Drive #1(またはドライブ名） 

[Other bootable cards 」 には、目10 S 起動機構を介したシステム 
目 I 0 S か6の情報に含まれていないデバイスも含まれます。デバイ 
スじは、起動できないものや対応していないデバイスなども含まれ 
ているのでま意してください。 

2. Other bootable cards 


]： 化荷時の設定 
















Removable Devices ヴブメニュー 

システムじ接続されているリムーバブルデバイスの中から起動させるデバイスを選択しま 
す。システムは起動時にこのサブメニューで設をしたデバイスをサーチし、起動ソフトウェ 
アを見つけるとそのソフトウエアで起動します。 


<! >车一/< i >车一でデバイスを選択します。 


項目 

説 明 

システムじ接続されている 
デバイスをリストアップし 
ます 

リストか61つを選択します。リストには、 1.44 M 目タイプか 
120 MB タイプのフ□、ソピーディスクドライブが表示されます。 


[]： 化荷時の設定 


ATARI CDROM Drives ヴブメニユー 

システムに接続されている CD - ROM ドライブの中から起動させるデバイスを選択します。シ 
ステムは起動時じこのサブメニューで設定したデバイスをサーチし、起動ソフトウエアを見 
つけるとそのソフトウエアで起動します。 


< t >羊一/< ^ >车一でデバイスを選択します。 


項目 

説 明 

システムじ接続されている 
デバイスをリストアップし 
ます。 

リストか61つを選択します。リストには 、 ATARI CD-ROM 
ドライブが表示されます。 
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Exit 

カーソルを 「 Exit 」 の位置に移動させると、 Exit メニューが表示されます。 
このメニューのをオプションについて U 下に説明します。 


BIOS Setup Utility 


Exit Saving Changes 
Exit Discarding Changes 
Load Setup Defaults 
Load Custom Defaults 
Save Custom Defaults 
Discard Changes 


Exit system setup and 
save your changes in 
CMOS. 


F9 

FIO 


Select Menu 
Select Item 
Select Sub-Menu 
Setup Defaults 
Save and Exit 
Exit 


Exit Saving Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ坏揮発性メモリ）内に保存して SETUP を終わらせる時 
に、この項目を選択します 。 Exit Saving Changes を選択すると、確認画面が表示されま 
す。 

ここで、 「 Yes 」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ内に保存して SETUP を終了し、 
自動的にシステムを再起動します。 

Exit Discarding Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ内に保存しないで SETUP を終わらせたい時に、この項 
目を選択します。 

「 Yes 」 を選択すると変更した内容を CMOS メモリ内に保をしないで SETUP を終了し、自動的 
にシステムを再起動します。 

Load Setup Defaults 

SETUP のすベての値をデフォルト値に戻したい時に、この項目を選択します 。 Load Setup 
Defaults を選択すると、磕認画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を選択すると、 SETUP のすベての値をデフォルト値に戻し、 Exit メニューじ 
戻ります。 「 No 」 を選択すると Exit メニューに戻ります。 


モデルによっては、出荷時の設定とデフォルト値び異なる場合びあります。この項で説明し 
ている設定一覧を参照して使用する環境に合わせた設定に直ず必要びあります。 










Load Custom Defaults 

このメニューを選択して<[が6「>车一を押すと、保存しているカスタムデフォルト値を□一 
ドします。 

Save Custom Defaults 

このメニューを選択して<£が6「>车一を押すと、現在設をしているパラメータをカスタムデ 
フォルト值として保存します。保存されると 、 Load Custum Defaults メニューが現れま 
す。 

Discard Changes 

CMOS メモリに値を保をする前に今回の変更を W 前の値に戻したい場合は、この項目を選択 
します 。 Discard Changes を選択すると磕認画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を選ぶと新たに選択した内容が破棄されて、 W 前の内容に戻ります。 
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SCSI BIOS 


— SCSI Se/ec 卜 


に CSISe / ecd ユーティリティはマザーボード上の SCSI コント□-ラほたはオプションボー 
ド上の SCSI コント□ーラ）じ対してを種設定を行うためのユーティリティで、起動には特殊 
な起動ディスクなどを使用せずに、 POST の実行中に簡単なキー操作から起動することがで 


きます。 

M-O 本装置には、最新のパ’ージョンの SCSISe / ec じ L — ティリティびインス!ルされていま 
す。このため設定画面び本書で説明している内容と異なる場台びありまず。本書と異なる設 
定項目については、オンラインヘルプを参照ずるか、保守サービス会社に問い合わせてくだ 
さい。 


SCS \ SelectD - —テイリテイの用途 

SCSISetec 任ーティリティは、本装置に接続される SCSI 機器の転送速度の設定を行う場合 
(八ードディスクドライブを除く）に起動し、を種設定をします。 


M-O SCSI のコン フイ グレーションは SCSI コント□—ラ単位に個別に ユーテイリテイ を起動し 
て設定しなければなりません。本装置内には SCSI コント□ーラが1つ搭載されています。 
オプションの SCSI コント□—ラボードを増設した場台は、本装置内蔵の SCSI コント □— 
ラに加え、増設した枚数分の SCSI コント□—ラの設定び必要です。また、設定を変更ずる 
ために使用ずる ユーテイリテイも 異なる場合がありまず。 


起動と終了 

SCSISe / e なユーティリティの起動から終了までの方法を次に示します。オプションボードに 
格納されているユーティリティの起動や操作方法については、オプションボードに添付の説 
明書を参照してください。 

1 . 本装置の電源を ON (こする。 

POST 実行中の画面の途中で次のメッセージを表示します。 

I vrOl@ 

I 搭載している SCSI コント□—ラの数だけ表示されます。 


Adaptec SCSI BIOS vX.XX 

(c) 2003 Adaptec, Inc. All Rights Reserved 

◄ ◄◄ Press <Ctrl> <A> for SCSISelect(TM) Utility! ► ► ► 


2. < Ctrl > キーを押しなが 6< A > キーを押す。 


SCSISe/e なユー ティリティが起動し、 「 Main 」 メニューを表示します。 
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3 . 力ーソルキーを使って rBus:Device」 ボックス内のチヤネルを選択して <Enter> キーを押す。 


AIC-7902 B at slot 00 04 : 07 : 01 


マザーボードの SCSI コント□-ラにはチャネルが2つあります。チャネル A (04:07:00) は Ultra 
320 SCSI コネクタ（日.巧インチデバイスまたは外部 SCSI ( Wide ) コネクタ風を、チャネル目 (04: 
07:01) は Ultra 320 SCSI コネクタ（八ードディスクドライブ用）を示します。 

選択すると、 「 Options 」 メニューを表示します。 

4. オプションか6メニューを選択して < Enter > キーを押す。 

- Options - 


Configure/View SCSI Controller Settings 


SCSI Disk Utilities 


アダプタ（選択したチャネル）やチャネルに接続されているデバイスに対して設定したいときは、 
「 Configure/View Host Adapter Settings 」 を選択します。 

選択したチャネルに接続された八ードディスクドライブのフォーマットやベリファイ、および 
チャネルに接続されたデバイスの SCSI D などを知りたいときは 、 「SCSI Disk Utilities 」 を選択し 
ます。 

詳しい内容(こついては iU 降の説明を参照して < ださい。 

SCSISe / e なを終了するには、終了メッセージが表示されるまで < Esc > キーを押してください 
(設をを変更している場合は、その前に変更内容の保存を磕認するメッセージが表示されま 
す。保存する （ Yes ) か、破棄する （ No ) を選択してください）。 
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Configure/View Host Adapter Settings 


設走!するチヤネルを選択後に表示される 「 Options 」 メニユーで rConfigure/View Host 
Adapter Settings 」 を選択すると画面が表示されます。 


.Configuration - 

SCSI Bus Interface Definitions 

SCSI Controller ID .7 

SCSI Controller Parity.Enabled 

SCSI Controller Termination.Enabled 

Additional Options 

Boot Device Configuration.Press<Enter> 

SCSI Device Configuration.Press<Enter> 

Advanced Configuration.Press<Enter> 

Host RAID.Disabled 

<F6> - Reset to SCSI Controller Defaults 


BIOS Information- 


Interrupt 口 RQ) Channel. 
I/O Port Address. 


.10 

. 3000 h ， 340 Oh 


次にメニューとパラメータを説明します。ここでの説明を参照して最適な状態に設定してく 
ださい。 


SCSI Bus Interface Definitions 

车ーボードのカーソル (< 1 >车一/く t >羊一）を使って項目を選択します。それぞれの機能と 
パラメータは次の表のとおりです。 


項目 

パラメータ 

機能/設定 

SCSI Controller ID 

〇〜ロト巧 

「7」に設定してください。 

SCSI Controller Parity 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 に設定してください。 

SCSI Controller Termination 

[ Enabled ] 

Disabled 

終端抵抗の有効/無効を設定します。 
「 Enabled 」 (こ設定してください。 


]： 化荷時の設定 



























Additional Options 

キーボードのカーソル (< 1 >羊一/< f >车一）を使って項目を選択します。 

• Boot Device Configurations 

「Boot Device Configurations 」 に力ーソルを合わせてく Ente 「> 羊一を押すと次のような 
表示に変わります。 


- Boot Device Configuration 

Single Image. 

Master SCSI Controller.AIC-7902 A at slot 00 04:07:00 



SCSI Device Configuration 

rSCSI Device Configuration 」 に力一 
表示に変わります。 

〇い OT TVa- 

•ソルを合わせて <E 

rice Configuration - 

#0 #1 #2 

三が6「>车一を押すと次のような 

SCSI Device ID 

#3 

#4 

#5 

#6 

#7 

Sync Transfer Rate (MB/Sec) . 

320 

320 

320 

320 

320 

320 

320 

320 

Packetized . 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

QAS . 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Initiate Wide Negotiation . 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Enable Disconnection . 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Send Start Unit Command . 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

BIOS Multiple LUN Support . 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

Include in BIOS Scan . 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

SCSI Device ID 

#8 

#9 

#10 

#11 

#12 

#13 

#14 

#15 

Sync Transfer Rate (MB/Sec) . 

320 

320 

320 

320 

320 

320 

320 

320 

Packetized . 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

QAS . 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Initiate Wide Negotiation. 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Enable Disconnection . 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Send Start Unit Command . 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

BIOS Multiple LUN Support. 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

Include in BIOS Scan . 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 


メニュー内の機能とパラメータは次の表のとおりです。 

I M-O 設定は各 SCSI ID ごとに行えまず。夕ーゲットとなる装置の SCSI ID を確認してか5 
設定を変更してください。 

追加したオプションの SCSI ID がわからない場合は 「 Options 」 メニューで 「SCSI Disk 
U 川け ies 」 を還択してください。しばらくすると 、 SCSI ID とが応するデバイスの画面が 
表示されます。詳しくはこの後の 「 SCSI Disk U 川け ies 」 を参照してください。 
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項目 

パラメータ 

機能/設定 

Sync Transrer Rate 
( MB / Sec ) 

[320] 33.3 

160 20.0 

80.0 10.0 

66.6 ASYN 

40.0 

通常は「320」に設定してください。（この値 
は接続するオプション(こよつて変更が必要 
な場合があります。詳し<はオプション(こ 
添付の説明書を参照して < ださい。 

Packetized 

[ Yes ] 

No 

パケット化したデータ転送(デュアルトラ 
ンジション ( DT )) 機能を使用し、バスの稼 
働率を最適化するかどうかを選択します。 

QAS 

[ Yes ] 

No 

SCSI バスの稼働率を向上する Quick Arbi ¬ 
tration and Selection ( QAS ) 機能を使用す 
るかどうかを選択します。 

Initiate Wide 

Negotiation 

[ Yes ] 

No 

接続した SCSI 機器が Wide SCSI に対応し 
ているときは 「 Yes 」 に設定してください。 
対応していないときは、 「 No 」 に設定して 
ください。 

Enable Disconnection 

[ Yes ] 

No 

「 Yes 」 に設定してください。 

Send Start Unit 

Command 

[ Yes ] 

No 

八ードディスクドライブ(こ対して使用する 
場合は 「 Yes 」 に設定して<ださい。それ ] U 
外の場合は、「 N 0」に設定してください。 

BIOS Multiple LUN 

Support 

Yes 

[ No ] 

「 N 0」に設定してください。 

Include in BIOS Scan 

[ Yes ] 

No 

「 Yes 」 に設定してください。 


]: 化荷時の設定 














• Advanced Configuration 

「Advanced Configuration 」 に力ーソルを合わせてく Erite 「> 羊一を押すと次のような表示 
じ変わります。 


- Advanced Conn だ uration - 

Reset SCSI Bus at IC Initialization .Enabled 

Display <Ctrl><A> Message During BIOS Initialization.Enabled 

Extended Inti3 Translation for DOS Drives〉1 GByte.Enabled 

Post Display Mode.Verbose 

SCSI Controller Int 13 Support.Enabled 

Options Listed Below Have NO EFFECT if Int 13 Support is Disabled 

Domain Validation.Enabled 

Support Removable Disks Under Int 13 as Fixed Disks.Disabled 

BIOS Support for Bootable CD-ROM .Enabled 


メニュー内の機能とパラメータは次の表のとおりです。 


項目 

パラメータ 

機能/設定 

Reset SCSI Bus at 
に Initialization 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 (こ設定してください。 

Display < ひ rl >< A > 

Message During 

BIOS Initialization 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 (こ設定してください。 

Extended Int 13 

Translation for DOS 

Drives > 1 GByte 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 に設定してください。 

Post Display Mode 

[ Verbose ] 

Silent 

Diagnostic 

特に必要がない限り変更しないで< ださ 
い。 

SCSI Controller Int 13 
Support 

[ Enabled ] 

Disabled : NOT Scan 
Disabled : scan bus 

SCSI 目 IOS の有効/無効を設定します。 

次の場合を除いて 「 Enabled 」 に設定して 

ください。 

• SCSI コント□-ラ配下に接続された 
八ードディスクドライブじ(かのコント 
□ーラ配下(こ接続した八ードディスクド 
ライブか 60 S を起動する場合（八ード 
ディスクドライブが接続されていない場 
合は問題ありません)。 

• 披;張 ROM 空間の領域を確保する目的で 
八ードディスクドライブが接続されてい 
ない SCSI コント□ーラの BIOS を 
「 Disabled 」 (こすることができる。 

Domain Validation 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 に設定してください。 

Support Removable 

Disks under Int 13 as 

Fixed Disks 

Boot Only 

All Disks 
[ Disabled ] 

リムーバブルメディアがコント□ールする 
オプションは A に- 79 XX 目の S じよリサポー 
卜します。 

BIOS Support for 

Bootable CD-ROM 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 に設定してください。 


[]： 出荷時の設定 
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SCSI Disk Utilities 


SCSI Disk Utilities は選択したチャネルに接続されたデバイスをス丰ャンし、それぞれのデ 
バイスの情報を表示します。デバイスが八ードディスクドライブの場合は、ディスクの□一 
レベルフォーマツトやベリファイを実行することもできます。 

設定するチャネルを選択後に表示される 「 Options 」 メニユーでに CSI Disk Utilities 」 を選択 
すると次のような SCSI ID をス车ヤンする画面が表示されます。 


Scanning SCSI ID : 0 LUN Number : 0 


ス车ヤン後、次のような SCSI ID と対応するデバイスの画面が表示されます。 


Select SCSI Disk and press <Enter> 


SCSI ID #0 

No device 

SCSI ID #1 

No device 

SCSI ID #2 

No device 

SCSI ID #3 

No device 

SCSI ID #4 

No device 

SCSI ID #5 

No device 

SCSI ID #6 

ESG - SHV SCA HSBP M16 

SCSI ID #7 

Adaptec AIC-7902 

SCSI ID #8 

No device 

SCSI ID #9 

No device 

SCSI ID #10 

No device 

SCSI ID #11 

No device 

SCSI ID #12 

No device 

SCSI ID #13 

No device 

SCSI ID #14 

No device 

SCSI ID #15 

No device 


この画面でデバイスを選択して < Erite 「> 羊一を押すとデバイスの詳細が表示されます。 
選択したデバイスが八ードディスクドライブの場合は、次のサブメニューを実行することが 
できます。 

• Format Disk: 選択したデバイスを□—レベルでフォーマツトします。 

• Verify Disk Media: 選択したデバイスのすべてのセクタを比較（ベリファイ）し、不 

良なセクタがあればアサインし直します。 











HostRAID 

出)荷時は 「 Disabled 」 に設定されています。 

I H-O 本装置では Host RAID をサボートしていません。 
必ず 「 Disabled 」 の設定でご使用ください。 





ディスクアレイ BIOS 


—ディスクアレイ BIOS ユーティリティー 


ディスクアレイ BIOS ユーテイリテイは、オプションのディスクアレイコント□ーラボード 
の設をを切り替えるためのユーティリティです。 

ディスクアレイコント□ーラのタイプによって目 IOS の起動方まやメニューの内容が異なり 
ます。詳しくは、購入されたディスクアレイコント□ーラボードに添付の説明書を参照して 
ください。 

本装置を購入時に、ディスクアレイコント□ーラを搭載した状態をオーダーされた場合は、 
本装置の添が品としてディスクアレイコント□ーラの説明書も添付されています。 
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■ J セットとク IJ ア 


本装置が動作しなくなったときや BIOS で設をした内容を化荷時の設をに戻すときに参照してください。 


2とおりの方法があります。 

• ソフトリセット 

0 S が起動する前に本装置が動作しなくなったときは、 < Ct 「 l > キーと < AI わ羊一を押しな 
がら、 < Delete >+ —を押してください。本装置がリセットされます。 


リセットは、本装置の DIMM 内のメモリや処理中のデータをずべてクリアしてしまいま 
す。ハングアップしたとき m がでリセットを行うときは、本装置びなにも処理していな 
いことを確認してください。 


• ノ、ードリセット 

本装置前面じある RESET スイ、ソチを押してください。本装置がリセ、ソトされます。 



RESET スイ、ソチ 




■ J セツ 
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強制電源 OFF 


OS から本装置をシャツトダウンできなくなったときや、 POWER スイ、ソチを押しても電源を 
OFF じできなくなったとき、リセ、ソトが機能しないときなどじ使用します。 


本装置の POWER スイッチを4秒ほど押し続けてください。電源が強制的に OFF じなりま 
す。屬源を再び ON にするときは、電源 OFF から約30秒ほど待ってから電源を ON にしてく 
ださい。） 


I 誓 


リモートパワーオン機能を使用している場合は、一度、電源を ON にし直して、 
させ、正常な方法で電源を OFF にしてください。 


OS を起動 


す 


C 1 IT T ) つ わ ( 

C_L _ il _ IE_ 1 __y i V — ^ A 

CT~~1 ID — ITD 



fl □ 口。 1000 〇 ' 


ご ™ D 

° 1 〇 ; 

C ) 

□ □□□[ 
□ □□□[ 
□ □□□[ 
□ □□□[ 
□ □□□[ 
□ □□□[ 

□ □□ 
CDD 

laD 

わ □ 



POWER スイ、ソチ 
(4 秒 U 上押ず） 



^ 8 

〇 〇 
朱--\) 

^品6 



曰 


0^1- 

!6 


0 0 0 0 0 
0 0 0 0 0 
V 〇 〇 〇 〇 〇 


〇 

も 
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CMOS メモリ•パスワードのクリア 


本装置が持つセットアップユーティリティに ETUP 」 では、本装置内部のデータを第三者か 
ら保護するために独自のパスワードを設をすることができます。 

万一、パスワードを忘れてしまったときなどは、ここで説明する方までパスワードをクリア 
することができます。 

また、本装置の CMOS メモリに保存されている内容をクリアする場合も同様の手順で行いま 
す。 

I M-O CMOS メモリの内容をクリアずると SETUP の設定内容びすべて出荷時の設定に戻りま 
ず。 


パ スワ ー ド/ CMOS メモリのクリアはマザ ーボー ド上のコン フイグレー シヨンジャン パス 
イッチを操作して行います。ジャンパスイ、ソチは下図の位置じあります。 

I M-O その他のジャンノくの設定は変更しないでください。本装置の故障や誤動作の原因となりま 
す。 
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それぞれの内容をクリアする方法を次じ示します。 





A A 

A® 

® 戀 

處 

装置を安全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りください。人が死 
こする、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説明を 
ご覧ください。 

• 自分で分解•修理•改造はしない 

• リチウムバッテリを取りがさない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 


A ま意 


装置をま全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。义傷や 
けびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ 
ly 降の説明をご覧ください。 


A\ 

AA 


Q 


• 一人で持ち上げない 
• 中途半端に取り付けない 
• カバーをがしたまま取り付けない 
• 指を挟まない 


巧;皿 ま お、 


• ラックび不安定な状態でデバイスをラックか5引を出さない 


• 複数台のデバイスをラックか5引き出した状態にしない 


1. 107ページを参照して準備をする。 

2 . 本体をラックか6引き出す （120 ページ参照)。 

3. トップカノ を取りかす （ 121ぺージ参照)。 


4. クリアしたい機能のジャンパスイッチの設定を変更する。 

クリップをなくさないようま意してください。 

5. 本装置を元どおりじ組み立てて POWER スイ、ソチを押す。 
POST の終了時に] U 下のメ、ソセージが表示されます。 

ERROR: 

0120: NVRAM Cleard by Jumper 

Press <F 1 > to Resume, Press <F2> to run SETUP 


目. <F2> キーを押して、 SETUP ユーティリティを起動する。 

7. 「Exit」 メニューか SrExit Saving Changes」 を選択し、 「Yes」 を選択する。 





















8 . 「Turn off power and reinstall the jumper in Normal mode position.」 とし^うメッセージが、表示 
されるまで待つ。 

9. システムの電源を OFF (こする。 

10. ジャンパスイッチの設定を元に戻した後、もう一度電源を ON にして BIOS SETUP ユーティリティ 
を使って設定し直す。 
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割 0 込みライン 

割り込みラインは、化荷時に次のように割り当てられています。オプションを増設するときなどに参考に 
してください。 


IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

0 

システムタイマ 

12 

マウス 

1 

キーボード 

13 

数値演算プ□セ、ソサ 

2 

- 

14 

プライマリ IDE 

3 

COM 2 シリアルポート 

15 

セカンダリ IDE 

4 

COM 1 シリアルポート 

16 

USB 

己 

PCI 

17 

VGA 

6 

フ □、ソ ピーディスク 

18 

- 

7 

PCI 

19 

USB 

8 

リアルタイムク□ック 

30 

LAN 1 

9 

ACPI Compliant System 

31 

LAN 2 

10 

PCI 

49 

Adaptec SCSI 

11 

PCI 

50 

Adaptec SCSI 
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